
4 70 141

職員人件費　② 72 72 672 700

総事業費（①＋②） 142 136 742 841

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者世帯への生活支援

谷

目
　
　
　
的

　福祉有償

市

運送の必要性、対価が

事

適切なもの

主
た
る
内
容

務

○協議会の開催
である

事

か等について協議し、

業

福祉有償運送の
適切な

評

運営を図る。

位
置
づ
け

価

関連計画  

根拠法令 刈

シ

谷市福祉有償運送運営

ー

協議会設置要綱

対象者

ト

協議会委員 事業期間 平

（

成１７年度 ～

実施方法

様

■直営　□委託　□指

式

定管理　□補助・助成

１

　□その他

）

会計名 担当部 福

Ｂ
　
事

祉

　
業
　
実
　
績

２２年度

健

実績 ２３年度実績 ２４

康

年度実績 ２５年度計画

部

・協議会の開催 ・協議

一

会の開催 ・協議会の開

般

催 ・協議会を最低1回

会

は開催予定
　開催日 

計

1月25日 　開催日 

福

11月7日 　開催日 

祉

11月13日

　運営協

有

議会での合意に基づき

償

道路運送法第79条の

運

登録をすることにより

送

、ＮＰＯ等による自家

運

用自動車を使用した有

営

償

成果 運送が可能とな

協

り移動制約者の移送手

議

段を確保することがで

会

きた。

(できたこと)

事

 
課題

(できなか 

 

業

ったこと)

指標名称（

担

単位）
実績値 目標値

２

当

２年度 ２３年度 ２４年

課

度 ２５年度 ２７年度

活

長

動 協議会開催数（回）

寿

1 1 1 1 1
指標

 
指標

課

 
他市との
比較検証

款 項 目 担当係 管理係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

3

ト

単位：千円
２２年度

1

２３年度 ２４年度 ２５

1

年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 70 64 70 141 合計 70,400 円
報償費 70,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 70 6



負担分を一般会計から介護保険会計に繰り出すことで、介護保険会計の

成果 健全な運営を行うことができた。

(できたこと)

 
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 繰出額（千円） 795,069 874,855 903,241 930,348 －
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 795,069 874,855 903,241 930,348 合計 903,241,000 円
繰出金 903,241,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 795,069 874,855 903,241 930,348

職員人件費　② 72 72 71 74

総事業費（①＋②） 795,141 874,927 903,312 930,422

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

介護サービスの充実

目

谷

　
　
　
的

　介護保険事

市

業の円滑な運営を図る

事

。

主
た
る
内
容

　介護保

務

険事業に係る介護給付

事

費、地域支援
事業費、

業

総務費の市負担分を介

評

護保険会計に
繰り出す

価

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

シ

谷市介護保険事業計画

ー

・刈谷市高齢者福祉計

ト

画

根拠法令 介護保険法

（

対象者 対象者を限定せ

様

ず 事業期間 平成１２年

式

度 ～

実施方法 □直営　

１

□委託　□指定管理　

）

□補助・助成　■その

会

他

計名 担当部 福祉健

Ｂ
　
事
　
業
　
実

康

　
績

２２年度実績 ２３

部

年度実績 ２４年度実績

一

２５年度計画

介護給付

般

費分： 介護給付費分：

会

介護給付費分： 介護給

計

付費分：
　　　　　　

介

 599,480,9

護

12円 　　　　　　 

保

652,132,00

険

0円 　　　　　　 6

会

93,161,000

計

円 　　　　　　 72

繰

6,200,000円

出

地域支援事業費分： 地

事

域支援事業費分： 地域

業

支援事業費分： 地域支

担

援事業費分：
　　　　

当

　　　37,063,

課

863円 　　　　　　

長

　23,034,00

寿

0円 　　　　　　　2

課

5,592,000円

款

　　　　　　　26,

項

303,000円
総務

目

費分： 総務費分： 総務

担

費分： 総務費分：
　　

当

　　　　 158,5

係

23,988円 　　　

介

　　　 199,68

護

9,000円 　　　　

保

　　 184,488

険

,000円 　　　　　

企

　 177,845,

画

000円
　計 　計 　計

係

　計
　　　　　　 7

3

95,068,763

1

円 　　　　　　 87

3

4,855,000円 　　　　　　 903,241,000円 　　　 　　　930,348,000円

　介護保険法に規定されている介護給付費等の市



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 32,868 26,536 23,863 33,127 合計 23,863,137 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 23,863,137 円

一般財源 32,868 26,536 23,863 33,127

職員人件費　② 732 1,436 1,061 1,105

総事業費（①＋②） 33,600 27,972 24,924 34,232

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

５

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 福祉安全

基本施

度

策 高齢者福祉
施策体系

　

施策の内容 高齢者の社

刈

会参加・生きがいづく

谷

り

目
　
　
　
的

　定年退

市

職者等に対する就業機

事

会の確保をは

主
た
る
内

務

容

○刈谷市シルバー人

事

材センターに補助金を

業

交
じめとした、高齢者

評

能力活用事業の推進を

価

図 付する。
る。

位
置
づ

シ

け

関連計画 刈谷市介護

ー

保険事業計画・刈谷市

ト

高齢者福祉計画

根拠法

（

令 高年齢者等の雇用の

様

安定等に関する法律

対

式

象者 刈谷市シルバー人

１

材センター 事業期間 昭

）

和５４年度 ～

実施方法

会

□直営　□委託　□指

計

定管理　■補助・助成

名

　□その他

担当部 福祉健康部

Ｂ
　
事

一

　
業
　
実
　
績

２２年度

般

実績 ２３年度実績 ２４

会

年度実績 ２５年度計画

計

・補助金の交付 ・補助

高

金の交付 ・補助金の交

齢

付 ・補助金の交付

・シ

者

ルバー人材センターの

能

円滑な運営を支援し、

力

高齢者の能力活用及び

活

生きがいづくりを図る

用

ことができた。

成果

(

事

できたこと)

・経済情

業

勢の変化にともない、

担

企業等からの発注が減

当

少傾向にあり、新たな

課

就業先の確保が必要で

長

ある。
課題

(できなか

寿

 

 ったこと)

指標名

課

称（単位）
実績値 目標

款

値

２２年度 ２３年度 ２

項

４年度 ２５年度 ２７年

目

度

活動 シルバー人材セ

担

ンター会員数（人） 4

当

79 436 412 41

係

2 ―
指標

 
指標

近隣市

管

の会員数
他市との 平成

理

24年度  碧南市　

係

452人、安城市　8

3

72人、知立市　47

1

2人、高浜市　420

3

人
比較検証 平成23年度　碧南市　471人、安城市　900人、知立市　465人、高浜市　436人

前年度と比較して会員数が減少している市が多い。



4年度　碧南市 37.0％、安城市 26.6％、知立市 19.7％、高浜市 16.1％
比較検証 平成23年度　碧南市 37.1％、安城市 27.2％、知立市 20.4％、高浜市 16.8％

各市とも前年度に比べ、加入率は減少している。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 7,725 7,718 7,671 7,698 合計 7,671,412 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 2,285 2,308 1,913 1,893 交付金 7,671,412 円

一般財源 5,440 5,410 5,758 5,805

職員人件費　② 2,899 2,871 3,183 2,948

総事業費（①＋②） 10,624 10,589 10,854 10,646

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 老人クラブ補助

Ｄ

金(県)
老人クラブ連

　

合会補助金(県)

２６

　

年度以降の事業費見込

　

0

Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 高齢者福祉
施策体

　

系
施策の内容 高齢者の

刈

社会参加・生きがいづ

谷

くり

目
　
　
　
的

　老人

市

クラブ活動の活性化に

事

より、高齢者の

主
た
る

務

内
容

  刈谷市老人ク

事

ラブ連合会及び単位老

業

人クラ
生きがいと健康

評

づくりの推進を図る。

価

ブに補助金を交付する

シ

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

ー

谷市介護保険事業計画

ト

、刈谷市高齢者福祉計

（

画

根拠法令 刈谷市老人

様

クラブ等補助金交付要

式

綱

対象者 ※主たる内容

１

に記載 事業期間 昭和４

）

７年度 ～

実施方法 □直

会

営　□委託　□指定管

計

理　■補助・助成　□

名

その他

担当部 福祉健康部

Ｂ
　
事
　
業

一

　
実
　
績

２２年度実績

般

２３年度実績 ２４年度

会

実績 ２５年度計画

・老

計

人クラブ連合会及び単

高

位 ・老人クラブ連合会

齢

及び単位 ・老人クラブ

者

連合会及び単位 ・老人

団

クラブ連合会及び単位

体

老人クラブ(58クラ

等

ブ)へ補助 老人クラブ

助

(58クラブ)へ補助

成

老人クラブ(58クラ

事

ブ)へ補助 老人クラブ

業

(57クラブ)へ補助

担

金の交付 金の交付 金の

当

交付 金の交付

・老人ク

課

ラブ連合会及び各単位

長

老人クラブへ補助金を

寿

交付し、活動を支援す

課

ることで、自主的に様

款

々な活動を企画運営す

項

成果 ることができ、会

目

員の生きがいと健康づ

担

くりを推進することが

当

できた。

(できたこと

係

)

・会員数は年々減少

管

しており、活動内容を

理

見直す等、加入促進を

係

図る必要がある。
課題

3

(できなか 

 ったこ

1

と)

指標名称（単位）

3

実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 老人クラブ加入人数（人） 8,249 8,237 8,158 8,158 ―
指標
活動 老人クラブ加入率（％） 25.8 25.0 24.2 24.2 ―
指標

老人クラブ加入率
他市との 平成2



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,810 3,466 3,384 3,385 合計 3,384,127 円
役務費 4,935 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 3,287,457 円
備品購入費 91,735 円

一般財源 3,810 3,466 3,384 3,385

職員人件費　② 2,175 2,154 1,415 1,474

総事業費（①＋②） 5,985 5,620 4,799 4,859

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者の社会参加・生き

谷

がいづくり

目
　
　
　
的

市

　地域の高齢者の交流

事

の場である老人いこい

務

主
た
る
内
容

○老人いこ

事

いの場の運営を各管理

業

者に委託す
の場を設置

評

・運営することにより

価

、高齢者の る。
生きが

シ

いと健康づくりを支援

ー

する。

位
置
づ
け

関連計

ト

画 刈谷市介護保険事業

（

計画・刈谷市高齢者福

様

祉計画

根拠法令 刈谷市

式

老人いこいの場設置運

１

営要綱

対象者 60歳以

）

上の高齢者 事業期間 昭

会

和４８年度 ～

実施方法

計

■直営　■委託　□指

名

定管理　□補助・助成

担

　□その他

当部 福祉健康部

一

Ｂ
　
事

般

　
業
　
実
　
績

２２年度

会

実績 ２３年度実績 ２４

計

年度実績 ２５年度計画

老

・いこいの場開設(3

人

6ヶ所) ・いこいの場

い

開設(36ヶ所) ・い

こ

こいの場開設(35ヶ

い

所) ・いこいの場開設

の

(34ヶ所)

　老人い

場

こいの場を開設するこ

整

とにより、地域の高齢

備

者の交流の場を提供し

運

、相互の親睦を図ると

営

ともに、生きがいと健

事

成果 康づくりの推進を

業

図ることができた。

(

担

できたこと)

課題

(で

当

きなか 

 ったこと)

課

指標名称（単位）
実績

長

値 目標値

２２年度 ２３

寿

年度 ２４年度 ２５年度

課

２７年度

活動 いこいの

款

場開設日数（日） 6,

項

119 6,815 6,

目

542 6,356 ―
指

担

標
活動 いこいの場利用

当

者数（人） 69,09

係

7 76,150 70,

管

306 68,298 ―

理

指標
設置箇所数

他市と

係

の 碧南市 31箇所、

3

安城市 83箇所、知

1

立市 26箇所、高浜

3

市 9箇所
比較検証



延人数（人） 717 696 658 800 ―
指標

 
指標

・近隣市においても、委託ではなく老人クラブ連合会の事業として補助する形で、同じような内容の事業を
他市との 実施している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 777 794 810 1,000 合計 810,145 円
委託料 810,145 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 777 794 810 1,000

職員人件費　② 362 1,077 1,804 1,842

総事業費（①＋②） 1,139 1,871 2,614 2,842

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

５

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 福祉安全

基本施策

　

高齢者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 高齢者の社会

谷

参加・生きがいづくり

市

目
　
　
　
的

　高齢者を

事

対象としたスポーツ大

務

会や世代間

主
た
る
内
容

事

○刈谷市老人クラブ連

業

合会へ事業の運営を委

評

交流行事等を行うこと

価

により、生きがいと健

シ

託する。
康づくりの推

ー

進を図る。

位
置
づ
け

関

ト

連計画 刈谷市介護保険

（

事業計画・刈谷市高齢

様

者福祉計画

根拠法令  

式

対象者 老人クラブ会員

１

および60歳以上の高

）

齢者 事業期間 昭和５６

会

年度 ～

実施方法 □直営

計

　■委託　□指定管理

名

　□補助・助成　□そ

担

の他

当部 福祉健康部

一

Ｂ
　
事
　
業
　

般

実
　
績

２２年度実績 ２

会

３年度実績 ２４年度実

計

績 ２５年度計画

・ゲー

高

トボール大会 ・ゲート

齢

ボール大会 ・ゲートボ

者

ール大会 ・ゲートボー

の

ル大会
・グラウンド・

生

ゴルフ大会 ・グラウン

き

ド・ゴルフ大会 ・グラ

が

ウンド・ゴルフ大会 ・

い

グラウンド・ゴルフ大

と

会
・おじいちゃん・お

健

ばあちゃ ・おじいちゃ

康

ん・おばあちゃ ・おじ

づ

いちゃん・おばあちゃ

く

・おじいちゃん・おば

り

あちゃ
んと行く名古屋

推

港水族館 んと行く名古

進

屋港水族館 んと行く名

事

古屋港水族館 んと行く

業

名古屋港水族館
・簡易

担

健康度評価 ・簡易健康

当

度評価 ・簡易健康度評

課

価 ・簡易健康度評価

・

長

高齢者を対象としたス

寿

ポーツ大会の開催や世

課

代間交流を図る行事等

款

により、高齢者の生き

項

がいと健康づくりを推

目

進する

成果 ことができ

担

た。

(できたこと)

・

当

参加者が少ない行事に

係

ついては、参加を呼び

管

かける努力をするとと

理

もに、内容について見

係

直す必要がある。
課題

3

(できなか 

 ったこ

1

と)

指標名称（単位）

3

実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 参加



77 424 442

総事業費（①＋②） 422 1,147 484 592

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者の社会参加・生きが

谷

いづくり

目
　
　
　
的

　

市

高齢者スポーツ大会の

事

全国大会出場者に激

主

務

た
る
内
容

　県代表とし

事

て、全国福祉祭等の高

業

齢者スポ
励金を交付し

評

、高齢者スポーツの奨

価

励を図る ーツ大会の全

シ

国大会に出場する選手

ー

に対し、
。 激励金を交

ト

付する。
　
　

位
置
づ
け

（

関連計画 刈谷市介護保

様

険事業計画・刈谷市高

式

齢者福祉計画

根拠法令

１

 

対象者 ※主たる内容

）

に記載 事業期間 ～

実施

会

方法 ■直営　□委託　

計

□指定管理　□補助・

名

助成　□その他

担当部 福祉健康部

Ｂ

一

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

般

年度実績 ２３年度実績

会

２４年度実績 ２５年度

計

計画

石川大会：6人 熊

高

本大会：7人 宮城・仙

齢

台大会：6人 高知大会

者

：13人

　愛知県代表

ス

として全国大会に出場

ポ

する選手に奨励金を交

ー

付する事で、大会出場

ツ

者の士気を高めること

等

ができた。

成果

(でき

奨

たこと)

課題

(できな

励

か 

 ったこと)

指標

事

名称（単位）
実績値 目

業

標値

２２年度 ２３年度

担

２４年度 ２５年度 ２７

当

年度

成果 高齢者スポー

課

ツ大会出場者数（人）

長

6 7 6 13 ―
指標

 
指

寿

標
 

他市との
比較検証

課

款 項 目 担当係 管理

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

係

　
ト

単位：千円
２２年

3

度 ２３年度 ２４年度 ２

1

５年度 ２４年度

（決算

3

） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 60 70 60 150 合計 60,000 円
報償費 60,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 60 70 60 150

職員人件費　② 362 1,0



ができた。

(できたこと)

　高齢者数の増加に伴い、毎年支給総額が増加しているため、支給対象者の見直しが必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 記念品対象者（満75歳以上）（人） 10,006 10,580 11,000 ― ―
指標
活動 敬老金対象者 1,486 1,589 1,617 ― ―
指標 （10,000円／人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 26,764 28,084 29,288 32,472 合計 29,287,951 円
報償費 22,585,507 円

財
　
源

特定財源 1 1 2 1 需用費 113,244 円
負担金、補助及び

一般財源 26,763 28,083 29,286 32,471 交付金

Ｄ

6,589,200 

　

円

職員人件費　② 2,

　

175 2,512 1,

　

698 2,211

総事

Ｏ

業費（①＋②） 28,

　

939 30,596 3

　

0,986 34,68

∧

3

建
設
事
業

全体事業費

　

（単位：千円） 0 ２４

　

年度特定財源名称

２４

実

年度迄の累積事業費 0

　

市町村権限委譲交付金

　

（県）

２６年度以降の

施

事業費見込 0

　
　
∨

平

Ｐ

成

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

２

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

５

　
業
　
概
　
要

総合計画

年

分野 福祉安全

基本施策

度

高齢者福祉
施策体系

施

　

策の内容 高齢者の社会

刈

参加・生きがいづくり

谷

目
　
　
　
的

　多年に渡

市

り社会の発展に尽くし

事

てきた高齢

主
た
る
内
容

務

○各地区等で行われる

事

老人の日行事に対し補

業

者を敬愛し、長寿を祝

評

うとともに、各地区等

価

助金を交付する。　
へ

シ

の健康・長寿に対する

ー

啓発を行う。 ○満75

ト

歳以上、満87歳、満

（

99歳、満100歳以

様

上
にそれぞれ記念品を

式

贈呈する。
○満80歳

１

、満85歳、満90歳

）

、満95歳、満99歳

会

以上に敬老金（10,

計

000円）を贈呈する

名

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

担

谷市介護保険事業計画

当

・刈谷市高齢者福祉計

部

画

根拠法令 刈谷市補助

福

金交付規則、刈谷市敬

祉

老祝金品支給要綱、刈

健

谷市敬老会事業補助金

康

交付要綱

対象者 市内在

部

住の満75歳以上の人

一

事業期間 ～

実施方法 ■

般

直営　□委託　□指定

会

管理　■補助・助成　

計

□その他

敬老金等支給事業

Ｂ
　
事
　

担

業
　
実
　
績

２２年度実

当

績 ２３年度実績 ２４年

課

度実績 ２５年度計画

記

長

念品対象者(満75歳

寿

以上) 記念品対象者(

課

満75歳以上) 記念品

款

対象者(満75歳以上

項

) 住民基本台帳上の人

目

数による
　　　　　　

担

 10,006人   

当

   　      

係

10,580人    

管

  　      1

理

1,000人 ため、計

係

画・目標値は未設定
敬

3

老金対象者(10,0

1

00円／人) 敬老金対

3

象者(10,000円／人) 敬老金対象者(10,000円／人) 。
　　　　　　　1,486人 　　　　　　　1,589人 　　　　　　　1,617人

　多年に渡り社会の発展に尽くしてきた高齢者を敬愛し、長寿を祝うとともに、各地区等への健康・長寿に対する啓発を

成果 行うこと



周知啓発が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 緊急通報システム機器利用者数（人） 470 486 503 515 540
指標
活動 通報件数（件） 202 150 203 ― ―
指標

　県内全市で同様の事業を実施している。
他市との 　設置費用やリース料金は市負担。基本料金は市負担と利用者負担があり、一部の市は所得に応じて利用者
比較検証 負担としている。通話料は利用者負担が多い。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 11,468 12,178 12,457 13,341 合計 12,457,263 円
委託料 12,457,263 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 11,468 12,178 12,457 13,341

職員人件費　② 1,087 2,512 1,698 1,769

総事業費（①＋②） 12,555 14,690 14,155 15,110

建
設

Ｄ

事
業

全体事業費（単位

　

：千円） 0 ２４年度特

　

定財源名称

２４年度迄

　

の累積事業費 0

２６年

Ｏ

度以降の事業費見込 0

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

高齢者世帯への生活支

谷

援

目
　
　
　
的

　ひとり

市

暮らし高齢者等の自宅

事

に緊急通報シ

主
た
る
内

務

容

　65歳以上で在宅

事

のひとり暮らし高齢者

業

等に
ステム機器を設置

評

することにより、急病

価

、事 対し、急病・事故

シ

等の緊急時に、ボタン

ー

ひと
故等の緊急時に迅

ト

速に対処し、日常生活

（

の安 つで連絡がとれる

様

緊急通報システムを設

式

置し
全確保と不安解消

１

を図り、もって福祉の

）

増進 、看護師等の知識

会

を持つ専門スタッフが

計

24時
を図る。 間体制

名

で適切な対処を行う。

担

　設置費用及び機器使

当

用料は市が負担し、通

部

信料金は利用者が負担

福

する。

位
置
づ
け

関連計

祉

画 刈谷市介護保険事業

健

計画・刈谷市高齢者福

康

祉計画

根拠法令 刈谷市

部

緊急通報システム設置

一

事業実施要綱

対象者 6

般

5歳以上のひとり暮ら

会

し高齢者等 事業期間 平

計

成５年度 ～

実施方法 ■

緊

直営　■委託　□指定

急

管理　■補助・助成　

通

□その他

報システム整備事

Ｂ
　
事
　

業

業
　
実
　
績

２２年度実

担

績 ２３年度実績 ２４年

当

度実績 ２５年度計画

利

課

用者数：470人 利用

長

者数：486人 利用者

寿

数：503人 利用者数

課

：515人
　 　 　
通報

款

件数：202件 通報件

項

数：150件 通報件数

目

：203件
　　（救急

担

、相談、連絡等） 　　

当

（救急、相談、連絡等

係

） 　　（救急、相談、

高

連絡等）

　ひとり暮ら

齢

し高齢者等の自宅に緊

福

急通報システム機器を

祉

設置することにより、

係

急病、事故等の緊急時

3

に迅速に対処し、

成果

1

日常生活の安全確保と

3

不安解消を図り、もって福祉の増進を図ることができた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、ひとり暮らし高齢者の増加が見込まれるため、より一層の



。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、ひとり暮らし高齢者の増加が見込まれるため、より一層の周知啓発が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 声の訪問利用者数（人） 42 42 47 50 50
指標
活動 福祉電話（電話機設置）利用者数（人） 34 35 35 36 38
指標

　県内約3分の2の市で電話機設置の事業を実施している。（緊急通報装置に併せて実施する市もある。）
他市との 　電話機設置はほとんどの市で所得制限（所得税等非課税）があり、設置費用、リース料金、基本料金は市
比較検証 負担、通話料は本人負担が多い。

　なお、電話訪問は県内約3分の1の市が実施。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 907 913 940 1,113 合計 940,236 円
委託料 228,000 円

財
　
源

特定財源 0

Ｄ

0 0 0 扶助費 712,

　

236 円

一般財源 9

　

07 913 940 1,

　

113

職員人件費　②

Ｏ

1,450 2,871

　

1,344 1,400

　

総事業費（①＋②） 2

∧

,357 3,784 2

　

,284 2,513

建

　

設
事
業

全体事業費（単

実

位：千円） 0 ２４年度

　

特定財源名称

２４年度

　

迄の累積事業費 0

２６

施

年度以降の事業費見込

　

0

　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者世帯への生活支援

目

谷

　
　
　
的

　ひとり暮ら

市

し高齢者等に定期的に

事

電話をか

主
た
る
内
容

　

務

65歳以上で在宅のひ

事

とり暮らし高齢者等に

業

けることにより、安否

評

確認と必要な相談を受

価

対し、民生委員が定期

シ

的な電話による声の訪

ー

けるとともに、電話機

ト

を所有していないひと

（

問を行い、安否確認、

様

相談及び助言をする。

式

り暮らし高齢者等の自

１

宅に電話機を設置する

）

　また、電話機（携帯

会

電話を含む。）を所有

計

ことにより、福祉の増

名

進を図る。 しておらず

担

、市民税非課税のひと

当

り暮らし高
齢者（65

部

歳以上）の自宅に電話

福

機を設置し、
継続した

祉

安否確認を可能にする

健

。
　電話機の設置費用

康

及び基本料金は市が負

部

担
し、通話料金は利用

一

者が負担する。

位
置
づ

般

け

関連計画 刈谷市介護

会

保険事業計画・刈谷市

計

高齢者福祉計画

根拠法

福

令 刈谷市福祉電話事業

祉

実施要綱

対象者 ※主た

電

る内容に記載 事業期間

話

昭和４９年度 ～

実施方

設

法 ■直営　■委託　□

置

指定管理　■補助・助

運

成　□その他

営事業
担当課 長寿

Ｂ
　

課

事
　
業
　
実
　
績

２２年

款

度実績 ２３年度実績 ２

項

４年度実績 ２５年度計

目

画

声の訪問利用者数：

担

42人 声の訪問利用者

当

数：42人 声の訪問利

係

用者数：47人 声の訪

高

問利用者数：50人
　

齢

　 　 　
福祉電話（電話

福

機設置）利用 福祉電話

祉

（電話機設置）利用 福

係

祉電話（電話機設置）

3

利用 福祉電話（電話機

1

設置）利用
者数：34

3

人 者数：35人 者数：35人 者数：36人

　ひとり暮らし高齢者で継続して安否確認の必要な者に対して、定期的に電話による声の訪問を行うことにより孤立を防

成果 ぎ、安否確認を行うことができた



具給付人数（人） 43 25 24 25 25
指標

 
指標

　県内約3分の1の市で同様の事業を実施している。
他市との 　機器給付（設置）以外にも、購入費用の助成（購入額上限、9割補助）という形で、一部自己負担を設け
比較検証 ている市もある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 604 317 292 907 合計 292,005 円
扶助費 292,005 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 604 317 292 907

職員人件費　② 725 1,795 1,344 1,400

総事業費（①＋②） 1,329 2,112 1,636 2,307

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者世帯への生活支援

目

谷

　
　
　
的

　ひとり暮ら

市

し高齢者等が、安全に

事

安心して

主
た
る
内
容

　

務

市民税非課税世帯に属

事

する65歳以上の人で

業

生活できるよう、自宅

評

に日常生活用具を給付

価

、ひとり暮らし又はね

シ

たきり・認知症の人に

ー

することにより、福祉

ト

の増進を図る。 、火災

（

警報器・自動消火器・

様

電磁調理器の日
常生活

式

用具を給付する。
（火

１

災警報器については設

）

置義務付け）

位
置
づ
け

会

関連計画 刈谷市介護保

計

険事業計画・刈谷市高

名

齢者福祉計画

根拠法令

担

衣浦東部広域連合火災

当

予防条例、刈谷市高齢

部

者日常生活用具給付事

福

業実施要綱

対象者 ※主

祉

たる内容に記載 事業期

健

間 昭和６０年度 ～

実施

康

方法 ■直営　□委託　

部

□指定管理　■補助・

一

助成　□その他

般会計
日常生活用

Ｂ

具

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

給

年度実績 ２３年度実績

付

２４年度実績 ２５年度

事

計画

火災警報器：22

業

人（47台） 火災警報

担

器：15人（31台）

当

火災警報器：10人（

課

19台） 火災警報器：

長

10人
自動消火器： 

寿

8人 自動消火器： 2

課

人 自動消火器： 2人

款

自動消火器： 5人
電

項

磁調理器：13人 電磁

目

調理器： 8人 電磁調

担

理器：12人 電磁調理

当

器：10人

　ひとり暮

係

らし高齢者等が安全に

高

安心して生活できるよ

齢

う、日常生活用具を給

福

付し、福祉の増進を図

祉

ることができた。

成果

係

(できたこと)

　高齢

3

化の進行に伴い、ひと

1

り暮らし高齢者の増加

3

が見込まれるため、防災上の観点からも、より一層の周知啓発が必要
課題

である。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 日常生活用



　県内約3分の2の市で同様の事業を実施している。
他市との 　対象者の要件として所得制限を設けている市もある。また、取付金具は全て自己負担の場合と市負担（一
比較検証 定個数を超えた場合は自己負担）の場合がある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 76 88 144 558 合計 143,640 円
委託料 143,640 円

財
　
源

特定財源 20 22 27 142

一般財源 56 66 117 416

職員人件費　② 725 1,436 1,344 1,400

総事業費（①＋②） 76 1,538 1,508 1,982

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 緊急市町村地震防災対策事業
費補助金

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

高齢者世帯への生活支

谷

援

目
　
　
　
的

　家具転

市

倒防止器具の取付けが

事

身体的な理由

主
た
る
内

務

容

　65歳以上の高齢

事

者のみの世帯に対し、

業

タン
等により困難な世

評

帯に対し、器具の取付

価

けを ス・本棚等に取り

シ

付ける家具転倒防止器

ー

具の
代行することによ

ト

り、災害時における家

（

具転 取付費用を1世帯

様

につき4点まで補助し

式

、災害
倒事故の防止を

１

図り、安心して生活で

）

きる環 発生時において

会

、素早い避難行動の困

計

難な高
境を維持する。

名

齢者の身の安全の確保

担

と被害の軽減を図る。

当

　家具転倒防止器具の

部

代金は利用者が実費負

福

担する。（1家具平均

祉

1,000円）

位
置
づ

健

け

関連計画 刈谷市介護

康

保険事業計画・刈谷市

部

高齢者福祉計画

根拠法

一

令 刈谷市家具転倒防止

般

器具取付事業実施要綱

会

対象者 65歳以上の高

計

齢者のみの世帯 事業期

家

間 平成１８年度 ～

実施

具

方法 ■直営　■委託　

転

□指定管理　■補助・

倒

助成　□その他

防止器具取付事業

Ｂ

担

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

当

年度実績 ２３年度実績

課

２４年度実績 ２５年度

長

計画

取付世帯数：15

寿

世帯 取付世帯数：17

課

世帯 取付世帯数：28

款

世帯 取付世帯数：28

項

世帯

　災害時における

目

家具転倒事故の防止を

担

図り、安心して生活で

当

きる環境を整えること

係

ができた。

成果

(でき

高

たこと)

　高齢化の進

齢

行に伴い、対象者の増

福

加が見込まれるため、

祉

防災上の観点からも、

係

より一層の周知啓発が

3

必要である。
課題

(で

1

きなか 

 ったこと)

3

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 家具転倒防止器具取付世帯数 15 17 28 28 28
指標 （世帯）
成果  
指標



こと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 高齢者布団乾燥等利用者数（人） 124 124 126 126 130
指標

 
指標

　県内のほとんどの市で同様の事業を実施している。
他市との 　実施回数は月1回から年2回程度とバラツキがあるほか、利用者負担も無料、1回毎の定額、布団1枚につき
比較検証 いくらなど様々である。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,315 3,496 3,406 3,932 合計 3,405,760 円
委託料 3,195,834 円

財
　
源

特定財源 209 204 210 223 使用料及び賃借料 209,926 円

一般財源 3,106 3,292 3,196 3,709

職員人件費　② 1,812 1,795 1,344 1,400

総事業費（①＋②） 5,127 5,291 4,750 5,332

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0

Ｄ

２４年度特定財源名称

　

２４年度迄の累積事業

　

費 0 在宅福祉事業一部

　

負担金

２６年度以降の

Ｏ

事業費見込 0

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者世帯への生活支援

目

谷

　
　
　
的

　高齢者に対

市

し、布団乾燥並びに寝

事

具のクリ

主
た
る
内
容

　

務

65歳以上の高齢者の

事

みの世帯で、布団の衛

業

ーニング及び貸与を行

評

うことにより、清潔な

価

生管理が困難な人に対

シ

し、布団乾燥車が自宅

ー

寝具で過ごしてもらい

ト

、福祉の増進を図る。

（

へ出向き、布団等の乾

様

燥消毒を実施する。
　

式

また、在宅のねたきり

１

又は認知症の高齢者
（

）

見舞金受給者）に対し

会

、寝具のクリーニン
グ

計

又は貸与を実施する。

名

○利用者負担：1回3

担

00円（布団乾燥のみ

当

）

位
置
づ
け

関連計画 刈

部

谷市介護保険事業計画

福

・刈谷市高齢者福祉計

祉

画

根拠法令 刈谷市高齢

健

者布団乾燥等事業実施

康

要綱

対象者 ※主たる内

部

容に記載 事業期間 昭和

一

５４年度 ～

実施方法 ■

般

直営　■委託　□指定

会

管理　■補助・助成　

計

□その他

高齢者布団乾燥等

Ｂ
　
事
　

事

業
　
実
　
績

２２年度実

業

績 ２３年度実績 ２４年

担

度実績 ２５年度計画

布

当

団乾燥　　　　：10

課

1人 布団乾燥　　　　

長

：98人 布団乾燥　　

寿

　　：98人 布団乾燥

課

　　　　：98人
寝具

款

クリーニング： 17

項

人 寝具クリーニング：

目

22人 寝具クリーニン

担

グ：21人 寝具クリ

当

ーニング：21人 
寝

係

具貸与　　　　：  

高

6人 寝具貸与　　　　

齢

： 4人 寝具貸与　　

福

　　： 7人 寝具貸与

祉

　　　　： 7人

　利

係

用者がサービスを利用

3

し快適な睡眠を得るこ

1

とにより高齢者の健康

3

維持を図るとともに、介護者の負担軽減を図るこ

成果 とができた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、対象者の増加が見込まれるため、より一層の周知啓発が必要である。
課題

(できなか 

 った



を行い、利用者の状況等を確認することがで

(できたこと) きた。

　高齢化の進行に伴い、ひとり暮らしや高齢者のみ世帯の増加が見込まれ、事業費も年々増加しているため、事業のあり
課題

方について検討する必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 配食サービス利用者数（人） 252 258 253 256 260
指標
活動 延べ利用食数（食） 25,183 25,046 25,396 25,600 26,000
指標

　県内全市で同様の事業を実施している。
他市との 　配食サービスの実施回数は週2回から毎日実施、昼食のみや夕食のみと内容は様々である。また、1食あた
比較検証 りの市の補助額も半額程度補助している市や、配達費のみ補助している市がある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業

Ｄ

費内訳

事業費　① 13

　

,741 14,376

　

14,553 16,3

　

00 合計 14,552

Ｏ

,948 円
委託料 1

　

4,552,948 

　

円

財
　
源

特定財源 2,

∧

158 2,208 2,

　

182 2,400

一般

　

財源 11,583 12

実

,168 12,371

　

13,900

職員人件

　

費　② 2,175 2,

施

154 1,698 2,

　

137

総事業費（①＋

　

②） 15,916 16

∨

,530 16,251 18,437

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 在宅福祉事業一部負担金

２６年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 高齢者福祉
施策体

　

系
施策の内容 高齢者世

刈

帯への生活支援

目
　
　

谷

　
的

　見守りが必要で

市

、食事の支度が困難な

事

高齢

主
た
る
内
容

　65

務

歳以上の高齢者のみの

事

世帯で、隣接地に
者に

業

対し、配食サービスを

評

提供することによ 扶養

価

義務者が居住せず、配

シ

食サービスの提供
り、

ー

高齢者の食の自立を支

ト

援するとともにそ が必

（

要であると判断された

様

人に対し、毎週木
の安

式

否を確認し、もって福

１

祉の増進を図る。 曜日

）

の昼食と火曜日・金曜

会

日の夕食を配達し
安否

計

確認を行う。（カロリ

名

ー・塩分制限等の
必要

担

の無い人を対象とした

当

一般食）
※昼食は配達

部

ボランティア、夕食は

福

業者が配
達する。
○利

祉

用者負担：1食300

健

円

位
置
づ
け

関連計画 刈

康

谷市介護保険事業計画

部

・刈谷市高齢者福祉計

一

画

根拠法令 刈谷市高齢

般

者配食サービス事業実

会

施要綱

対象者 ※主たる

計

内容に記載 事業期間 平

配

成８年度 ～

実施方法 □

食

直営　■委託　□指定

サ

管理　■補助・助成　

ー

□その他

ビス事業
担当課 長

Ｂ
　
事
　

寿

業
　
実
　
績

２２年度実

課

績 ２３年度実績 ２４年

款

度実績 ２５年度計画

利

項

用者数：252人 利用

目

者数：258人 利用者

担

数：253人 利用者数

当

：256人
　　　　（

係

H23.3の利用者数

高

）　　　　（H24.

齢

3の利用者数）　　　

福

　（H25.3の利用

祉

者数）　
延べ利用食数

係

：25,183食 延べ

3

利用食数：25,04

1

6食 延べ利用食数：2

3

5,396食 延べ利用食数：25,600食

　サービスの提供が必要な高齢者世帯に定期的に栄養バランスのとれた食事を提供することにより、健康で自立した生活

成果 を送ることができるよう支援した。また、配達の際に高齢者世帯の安否確認



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 275 217 173 270 合計 173,250 円
報償費 173,250 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 275 217 173 270

職員人件費　② 362 718 707 737

総事業費（①＋②） 637 935 880 1,007

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ
　
　

成

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

２

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

５

　
概
　
要

総合計画
分野

年

福祉安全

基本施策 高齢

度

者福祉
施策体系

施策の

　

内容 高齢者の社会参加

刈

・生きがいづくり

目
　

谷

　
　
的

　ひとり暮らし

市

の高齢者が地域で安心

事

して暮

主
た
る
内
容

○市

務

内在住の65歳以上の

事

ひとり暮らし高齢者
ら

業

せるようにするととも

評

に、孤独感の解消を の

価

お宅を地区の老人クラ

シ

ブ会員等が週2回程度

ー

図る。 定期的に訪問し

ト

、安否確認を行うとと

（

もに話
し相手になる。

様

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

式

市介護保険事業計画・

１

刈谷市高齢者福祉計画

）

根拠法令  

対象者 ※主

会

たる内容に記載 事業期

計

間 ～

実施方法 □直営　

名

■委託　□指定管理　

担

□補助・助成　□その

当

他

部 福祉健康部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　
実

会

　
績

２２年度実績 ２３

計

年度実績 ２４年度実績

友

２５年度計画

友愛訪問

愛

の実施 友愛訪問の実施

訪

友愛訪問の実施 友愛訪

問

問の実施

・ひとり暮ら

事

しの高齢者を訪問し、

業

安否の確認をするとと

担

もに話し相手になるこ

当

とにより、孤独感を解

課

消することができ

成果

長

た。

(できたこと)

・

寿

ひとり暮らしの高齢者

課

が増えているが、本事

款

業の利用者は減少して

項

おり、対象となる人へ

目

広く周知するとともに

担

、各単
課題

位老人クラ

当

ブの積極的な事業の実

係

施について促していく

管

必要がある。
(できな

理

か 

 ったこと)

指標

係

名称（単位）
実績値 目

3

標値

２２年度 ２３年度

1

２４年度 ２５年度 ２７

3

年度

活動 友愛訪問員数（人） 30 24 20 30 ―
指標
活動 友愛訪問利用者数（人） 34 27 22 30 ―
指標

・各市とも同様の事業は実施しているが、どこの市も利用者数は減少している。
他市との
比較検証



指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 シルバーハウジング部屋数（戸） 53 53 53 53 53
指標

 
指標

　県営・市営住宅のシルバーハウジングに入居している世帯のほか、ひとり暮らしや高齢者のみ世帯に生活
他市との 援助員を派遣している市もある。
比較検証 　利用者負担は無料から月4,900円まで様々である。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,280 9,876 10,301 10,937 合計 10,301,266 円
委託料 10,301,266 円

財
　
源

特定財源 62 43 59 60

一般財源 9,218 9,833 10,242 10,877

職員人件費　② 362 2,154 920 958

総事業費（①＋②） 9,642 12,030 11,221 11,895

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 シルバーハウジング生活援助
員派遣手数料

２６年度以降の事業費見

Ｄ

込 0

　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 高齢者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 高齢者世帯への生活

谷

支援

目
　
　
　
的

　シル

市

バーハウジングに居住

事

する高齢者に対

主
た
る

務

内
容

　老人デイサービ

事

スセンターひまわりに

業

生活
し、生活援助員を

評

派遣して生活指導・相

価

談、 援助員を配置し、

シ

シルバーハウジングに

ー

居住
安否の確認、緊急

ト

時の対応等のサービス

（

を提 する高齢者に対し

様

、定期的な訪問及び電

式

話に
供することにより

１

、高齢者が自立して安

）

全か よる安否確認を行

会

うとともに、緊急通報

計

シス
つ快適な生活を営

名

むことができるよう在

担

宅生 テムにより連絡を

当

受けた場合、すぐに駆

部

け付
活を支援する。 け

福

て適切な対処をする。

祉

なお、夜間及び休日
は

健

緊急通報受報業者によ

康

り対応する。
○生活援

部

助員派遣手数料　月額

一

1,000円
※生活保

般

護法による被保護者世

会

帯及び生計中
心者市民

計

税所得割非課税世帯は

シ

除く。

位
置
づ
け

関連計

ル

画 刈谷市介護保険事業

バ

計画・刈谷市高齢者福

ー

祉計画

根拠法令 刈谷市

ハ

シルバーハウジング生

ウ

活援助員派遣事業実施

ジ

要綱

対象者 シルバーハ

ン

ウジングの入居者 事業

グ

期間 平成１０年度 ～

実

支

施方法 □直営　■委託

援

　□指定管理　□補助

事

・助成　□その他

業
担当課 長寿課

款 項

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

目

２年度実績 ２３年度実

担

績 ２４年度実績 ２５年

当

度計画

部屋数：53戸

係

部屋数：53戸 部屋数

高

：53戸 部屋数：53

齢

戸

　シルバーハウジン

福

グに居住する高齢者に

祉

対して生活援助員を派

係

遣し、生活指導・相談

3

、安否確認、緊急時の

1

対応等のサ

成果 ービス

3

を提供することによって、高齢者が自立して安全かつ快適な生活を営むことができた。

(できたこと)

課題

(できなか 

 ったこと)



千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ
　

成

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

２

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

５

業
　
概
　
要

総合計画
分

年

野 福祉安全

基本施策 高

度

齢者福祉
施策体系

施策

　

の内容 高齢者世帯への

刈

生活支援

目
　
　
　
的

　

谷

高齢者に対し、布団乾

市

燥を行うことにより

主

事

た
る
内
容

・布団乾燥車

務

両バックカメラ搭載
清

事

潔な寝具で過ごしても

業

らい、福祉の向上を
図

評

る。

位
置
づ
け

関連計画

価

刈谷市介護保険事業計

シ

画・刈谷市高齢者福祉

ー

計画

根拠法令 刈谷市高

ト

齢者布団乾燥等事業実

（

施要綱

対象者 事業期間

様

昭和５４年度 ～

実施方

式

法 ■直営　■委託　□

１

指定管理　□補助・助

）

成　□その他

会計名 担当部 福祉

Ｂ
　

健

事
　
業
　
実
　
績

２２年

康

度実績 ２３年度実績 ２

部

４年度実績 ２５年度計

一

画

　 　 布団乾燥車両バ

般

ックカメラ 　
　 　 １台

会

　
　 　 　
　 　 　
　　　

計

――――――― 　　　

備

――――――― 　　　

品

―――――――

　備品

等

を充実させることによ

整

り、より安全に事業を

備

遂行することができた

事

。

成果

(できたこと)

業

課題

(できなか 

 っ

担

たこと)

指標名称（単

当

位）
実績値 目標値

２２

課

年度 ２３年度 ２４年度

長

２５年度 ２７年度

活動

寿

布団乾燥利用者数（人

課

） 101 98 98 98

款

98
指標

指標

他市との

項

比較検証

目 担当係 管理係

3

Ｃ
　
事
　
業

1

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

3

円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 170 0 合計 170,000 円
備品購入費 170,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 170 0

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 0 354 0

総事業費（①＋②） 0 0 524 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：



きなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 生きがい活動支援通所事業実施延日数（日） 136 135 153 153 ―
指標
成果 生きがい活動支援通所事業利用延人数（人） 1,297 1,329 1,175 1,479 ―
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,428 3,570 3,473 4,451 合計 3,472,839 円
委託料 3,472,839 円

財
　
源

特定財源 649 664 587 1,020

一般財源 2,779 2,906 2,886 3,431

職員人件費　② 725 359 531 553

総事業費（①＋②） 4,153 3,929 4,004 5,004

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 在宅福祉事業一部負担金

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者の社会参加・生きが

谷

いづくり

目
　
　
　
的

　

市

家に閉じこもりがちな

事

高齢者に対し、要介

主

務

た
る
内
容

　おおむね6

事

5歳以上で、介護保険

業

の要支援又
護状態にな

評

らないよう通所による

価

介護予防サ は要介護認

シ

定を受けていない人で

ー

、家に閉じ
ービスを提

ト

供し、自立支援と保健

（

福祉の向上 こもりがち

様

な高齢者に対し、高齢

式

者福祉セン
を図る。 タ

１

ー及び東刈谷市民セン

）

ターにおいて生活支
援

会

通所サービス（ミニデ

計

イサービス）を提供
す

名

る。
○あつまりん
　ボ

担

ランティアを利用し、

当

通所型の介護サー
ビス

部

を行う。
○ちびじゃん

福

　活動するボランティ

祉

アの子どもを保育する

健

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

康

谷市介護保険事業計画

部

・刈谷市高齢者福祉計

一

画

根拠法令 刈谷市生き

般

がい活動支援通所事業

会

実施要綱

対象者 ※主た

計

る内容に記載 事業期間

生

平成９年度 ～

実施方法

き

□直営　■委託　□指

が

定管理　□補助・助成

い

　□その他

活動支援通所事業

Ｂ
　
事

担

　
業
　
実
　
績

２２年度

当

実績 ２３年度実績 ２４

課

年度実績 ２５年度計画

長

実施延日数：　136

寿

日 実施延日数：　13

課

5日 実施延日数：　1

款

53日 実施延日数：　

項

153日
利用延人数：

目

1,297人 利用延人

担

数：1,329人 利用

当

延人数：1,175人

係

利用延人数：1,47

管

9人

　通所による各種

理

のサービスを提供する

係

ことにより、社会的孤

3

立感の解消、自立的生

1

活の助長、心身機能の

3

維持向上等を

成果 図ることができた。

(できたこと)

　高齢者の閉じこもりを予防し解消するためには、社会参加の機会を提供することが重要であるため、より一層の周知啓
課題

発が必要である。
(で



４年度 ２５年度 ２７年度

活動 救急医療情報キット配付数（個） ― ― 1,456 ― ―
指標

指標
　県内約3分の2の市で同様の事業を実施している。

他市との 　対象者は高齢者や障害者のみの市や、全市民を対象とする市がある。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 2,177 0 合計 2,177,175 円
需用費 1,665,720 円

財
　
源

特定財源 0 0 2,177 0 役務費 511,455 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 0 2,830 0

総事業費（①＋②） 0 0 5,007 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 介護基盤緊急整備等補助金（
県）

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 高齢者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 高齢者世帯への生活

谷

支援

目
　
　
　
的

　ひと

市

り暮らし高齢者等に「

事

救急医療情報キ

主
た
る

務

内
容

　かかりつけ医療

事

機関・持病などの医療

業

情報
ット」を配付する

評

ことにより、急病、災

価

害時 や緊急連絡先を記

シ

載した情報シートや健

ー

康保
等の緊急時に迅速

ト

に対処でき、日常生活

（

の安 険証の写しなどを

様

専用の容器「救急医療

式

情報
全・安心の確保と

１

不安解消を図り、もっ

）

て福 キット」に入れ、

会

自宅の冷蔵庫等に保管

計

する
祉の向上を図る。

名

とともに、キットがあ

担

ることを示すステッカ

当

ーを指定場所に貼る。

部

　自宅で体調を崩し救

福

急車を呼んだ際などに

祉

、キットの情報により

健

迅速な救急活動につな

康

げる。

位
置
づ
け

関連計

部

画

根拠法令

対象者 ひと

一

り暮らし高齢者 事業期

般

間 平成２４年度 ～ 平成

会

２４年度

実施方法 ■直

計

営　□委託　□指定管

救

理　□補助・助成　□

急

その他

医療情報キット配

Ｂ
　
事
　
業

付

　
実
　
績

２２年度実績

事

２３年度実績 ２４年度

業

実績 ２５年度計画

  

担

配付数：1,456個

当

高齢者実態調査等で周

課

知啓発
  し、キット

長

の在庫を配付。
  
 

寿

 
　　　――――――

課

―　　　 　　　―――

款

――――　　　

　ひと

項

り暮らし高齢者等に救

目

急医療情報キットを配

担

付し、万が一の場合に

当

迅速な救急活動を受け

係

られるとともに、緊急

高

連

成果 絡先に連絡する

齢

ことができるよう支援

福

できた。

(できたこと

祉

)

　今後、必要な人に

係

行き渡るよう周知啓発

3

するとともに、情報シ

1

ートに記載されている

3

内容を適切なものにするよう支援
課題

する必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２



の援助を受けることが困難な高齢者は増加しているため、一時的な住
課題

居として利用できる生活支援ハウスの周知を図る必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 生活支援ハウス利用人数（人） 11 7 7 ― ―
指標

 
指標

　県内で一宮市、春日井市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、新城市、高浜市、田原市が同事業を実施。
他市との 　ほとんどが社会福祉法人に運営を委託しており、定員は7名から20名である。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,780 8,780 8,780 8,780 合計 8,780,000 円
委託料 8,780,000 円

財
　
源

特定財源 358 88 312 10

一般財源 8,422 8,692 8,468 8,770

職員人件費　② 1,812 2,512 1,698 1,769

総事業費（①＋②） 10,592 11,292 10,478 10,549

建
設

Ｄ

事
業

全体事業費（単位

　

：千円） 0 ２４年度特

　

定財源名称

２４年度迄

　

の累積事業費 0 生活支

Ｏ

援ハウス利用負担金

２

　

６年度以降の事業費見

　

込 0

∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 高齢者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 高齢者世帯への生活

谷

支援

目
　
　
　
的

　居宅

市

において生活すること

事

に不安がある高

主
た
る

務

内
容

　市内に居住する

事

60歳以上の高齢者に

業

対し、
齢者に対し、一

評

時的な住居を提供し、

価

併せて 住宅改修時、家

シ

族の長期入院・長期出

ー

張中又
必要な介護サー

ト

ビスの利用調整をする

（

ことに は病院・老人保

様

健施設などから退院・

式

退所後
より、高齢者が

１

安心して健康で明るい

）

生活を 自宅での生活に

会

慣れるまでの間などに

計

、6ヶ月
送れるよう支

名

援し、もって高齢者の

担

福祉の増 以内を原則と

当

して住居を提供する。

部

施設には
進を図る。 生

福

活援助員が24時間常

祉

駐し、生活に関する相

健

談や緊急時の対応に当

康

たる。
　利用料は、利

部

用者の収入によって決

一

定する
他、利用に伴う

般

光熱水費や入所保証金

会

が必要
となる。

位
置
づ

計

け

関連計画 刈谷市介護

生

保険事業計画・刈谷市

活

高齢者福祉計画

根拠法

支

令 刈谷市生活支援ハウ

援

ス運営事業実施要綱

対

ハ

象者 ※主たる内容に記

ウ

載 事業期間 平成１９年

ス

度 ～

実施方法 □直営　

運

■委託　□指定管理　

営

□補助・助成　□その

委

他

託事業
担当課 長寿

Ｂ
　
事
　
業
　
実

課

　
績

２２年度実績 ２３

款

年度実績 ２４年度実績

項

２５年度計画

利用人数

目

：　 11人 利用人数

担

：　7人 利用人数：　

当

7人 事業の性質上、計

係

画・目標値
延べ日数：

高

1,030日 延べ日数

齢

：889日 延べ日数：

福

848日 は未設定。

　

祉

住宅改修等により一時

係

的に住居が必要となっ

3

た高齢者に対して住居

1

を提供することで、高

3

齢者の不安の解消及び必要な

成果 支援等を実施することができた。

(できたこと)

　高齢者を取り巻く環境は日々変化しており、家族



値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 在宅ねたきり・認知症高齢者見舞金受給者数（人） 497 580 572 580 600
指標

 
指標

　県内の約半数の市で同様の事業を実施している。
他市との 　ねたきり・認知症の日常生活自立度等で判定する他、要介護度やその状態が3か月以上継続していること
比較検証 などの要件がある。また、世帯の所得制限（市民税等非課税）の条件を設けている市も多い。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 24,020 28,543 28,954 35,230 合計 28,953,770 円
需用費 28,770 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

Ｄ

扶助費 28,925,

　

000 円

一般財源 2

　

4,020 28,54

　

3 28,954 35,

Ｏ

230

職員人件費　②

　

1,812 1,436

　

2,051 2,137

∧

総事業費（①＋②） 2

　

5,832 29,97

　

9 31,005 37,

実

367

建
設
事
業

全体事

　

業費（単位：千円） 0

　

２４年度特定財源名称

施

２４年度迄の累積事業

　

費 0

２６年度以降の事

　

業費見込 0

∨

在宅ねたきり・認知症高齢者見舞金支給事

業

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

５

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者世帯への生活支援

目

市

　
　
　
的

  在宅のね

事

たきり又は認知症の高

務

齢者に見舞

主
た
る
内
容

事

　65歳以上で在宅の

業

ねたきり又は認知症の

評

人
金を支給することに

価

より、その属する世帯

シ

の に対し、月額5,0

ー

00円の見舞金を支給

ト

する。
身体的、精神的

（

及び経済的負担を軽減

様

し、福 　見舞金は、年

式

2回（9月・3月）に

１

分けて、民
祉の増進を

）

図る。 生委員を通じて

会

支給する。

位
置
づ
け

関

計

連計画 刈谷市介護保険

名

事業計画・刈谷市高齢

担

者福祉計画

根拠法令 刈

当

谷市在宅ねたきり・認

部

知症高齢者見舞金支給

福

要綱

対象者 ※主たる内

祉

容に記載 事業期間 昭和

健

４９年度 ～

実施方法 ■

康

直営　□委託　□指定

部

管理　■補助・助成　

一

□その他

般会計 担当課 長寿

Ｂ
　
事
　

課

業
　
実
　
績

２２年度実

款

績 ２３年度実績 ２４年

項

度実績 ２５年度計画

受

目

給者数：497人（後

担

期分） 受給者数：58

当

0人（後期分） 受給者

係

数：572人（後期分

高

） 受給者数：580人

齢

　老人福祉の理念に基

福

づき、ねたきり高齢者

祉

等の属する世帯の身体

係

的、精神的及び経済的

3

負担を軽減し、福祉の

1

増進を図

成果 ることが

3

できた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、対象者の増加が見込まれるため、より一層の周知に努め、給付に繋がるようにする必要がある。
課題

　一方、対象者の増加に伴い事業費も年々増加しているため、事業内容については検討する必要がある。
(できなか 

　また、見舞金を配付する民生・児童委員との連携について、円滑に情報共有が図れるよう改善する必要がある。
 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標



の充実度は高い。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 18,966 19,264 18,453 20,340 合計 18,453,109 円
需用費 349,702 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 役務費 12,519 円
委託料 16,110,888 円

一般財源 18,966 19,264 18,453 20,330 使用料及び賃借料
1,980,000 円

職員人件費　② 362 1,436 707 737

総事業費（①＋②） 19,328 20,700 19,160 21,077

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

高齢者福祉施設の充実

谷

目
　
　
　
的

　高齢者福

市

祉の拠点として、生き

事

がいと健康

主
た
る
内
容

務

○施設の管理運営を指

事

定管理者である刈谷市

業

づくりの場を提供し、

評

高齢者福祉の向上を図

価

シルバー人材センター

シ

に委託する。
る。 ○施

ー

設の修繕等

位
置
づ
け

関

ト

連計画 刈谷市介護保険

（

事業計画・刈谷市高齢

様

者福祉計画

根拠法令 刈

式

谷市高齢者生きがい施

１

設条例、刈谷市高齢者

）

生きがい施設条例施行

会

規則

対象者 60歳以上

計

の高齢者 事業期間 昭和

名

６２年度 ～

実施方法 ■

担

直営　□委託　■指定

当

管理　□補助・助成　

部

□その他

福祉健康部

一般会

Ｂ
　
事
　

計

業
　
実
　
績

２２年度実

生

績 ２３年度実績 ２４年

き

度実績 ２５年度計画

・

が

高齢者市民講座の開催

い

・高齢者市民講座の開

セ

催 ・高齢者市民講座の

ン

開催 ・高齢者市民講座

タ

の開催
・講座室、多目

ー

的室等の利用 ・講座室

管

、多目的室等の利用 ・

理

講座室、多目的室等の

運

利用 ・講座室、多目的

営

室等の利用
・施設の修

事

繕等 ・施設の修繕等 ・

業

施設の修繕等 ・施設の

担

修繕等

・利用者の生き

当

がいと健康づくりの推

課

進及び施設の環境整備

長

を図ることができた。

寿

成果

(できたこと)

・

課

施設の老朽化により、

款

修繕の必要な箇所が増

項

えてきている。
課題

(

目

できなか 

 ったこと

担

)

指標名称（単位）
実

当

績値 目標値

２２年度 ２

係

３年度 ２４年度 ２５年

管

度 ２７年度

活動 高齢者

理

市民講座参加者延人数

係

（人） 5,261 5,

3

608 5,538 5,

1

600 ―
指標
活動 生き

3

がいセンター延べ利用者数（人） 23,484 23,684 24,226 25,000 ―
指標

・近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備



年度 ２５年度 ２７年度

活動 在宅ねたきり・認知症高齢者おむつ費用助成利用券 408 482 479 490 510
指標 交付人数（人）

指標
　県内のほとんどの市で同様の事業を実施している。

他市との 　おむつを現物支給する市もあるが、大半は利用券を交付しており、金額は一月あたり2,500円～7,000円と
比較検証 幅がある。また、要介護認定だけでなく、所得制限（市民税等非課税）の条件を設けている市も多い。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 11,858 14,346 14,656 17,936 合計 14,656,160 円
報償費 36,000 円

財
　
源

特定財

Ｄ

源 0 0 0 0 需用費 21

　

7,350 円
扶助費

　

14,402,810

　

 円

一般財源 11,8

Ｏ

58 14,346 14

　

,656 17,936

　

職員人件費　② 1,0

∧

87 1,436 1,6

　

98 1,769

総事業

　

費（①＋②） 12,9

実

45 15,782 16

　

,354 19,705

　

建
設
事
業

全体事業費（

施

単位：千円） 0 ２４年

　

度特定財源名称

２４年

　

度迄の累積事業費 0

２

∨

６年度以降の事業費見

在

込 0

宅ねたきり・認知症高齢者おむつ助成事

業

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

５

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者世帯への生活支援

目

市

　
　
　
的

　在宅のねた

事

きり又は認知症の高齢

務

者に対し

主
た
る
内
容

　

事

在宅ねたきり・認知症

業

高齢者見舞金受給者
、

評

おむつ等の購入に要す

価

る費用の一部を助成 に

シ

対し、一月あたり3,

ー

000円相当のおむつ

ト

費用
することにより、

（

介護者の経済的負担を

様

軽減 助成利用券を交付

式

する。
させ、福祉の増

１

進を図る。 　なお、要

）

介護認定4又は5で、

会

市民税非課税
世帯の人

計

は、一月あたり6,0

名

00円相当とする。

位

担

置
づ
け

関連計画 刈谷市

当

介護保険事業計画・刈

部

谷市高齢者福祉計画

根

福

拠法令 刈谷市在宅ねた

祉

きり・認知症高齢者お

健

むつ費用助成事業実施

康

要綱

対象者 在宅ねたき

部

り認知症高齢者見舞金

一

受給者 事業期間 平成８

般

年度 ～

実施方法 ■直営

会

　□委託　□指定管理

計

　■補助・助成　□そ

担

の他

当課 長寿課

款 項 目

Ｂ
　
事
　
業
　

担

実
　
績

２２年度実績 ２

当

３年度実績 ２４年度実

係

績 ２５年度計画

利用券

高

交付人数：408人 利

齢

用券交付人数：482

福

人 利用券交付人数：4

祉

79人 利用券交付人数

係

：490人
　　　　　

3

　　　（後期分） 　　

1

　　　　　　（後期分

3

） 　　　　　　　　（後期分）

　おむつ等の購入に要する費用の一部を助成することにより、介護者の経済的負担を軽減させ、福祉の向上を図ることが

成果 できた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、在宅で介護を受けるねたきり・認知症高齢者の増加が見込まれるため、より一層の周知に努め、
課題

助成に繋がるようにする必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４



：170人
　 　 　 　
介護タクシー料金助成利用券 介護タクシー料金助成利用券 介護タクシー料金助成利用券 介護タクシー料金助成利用券
交付人数　：189人 交付人数　：178人 交付人数　：217人 交付人数　：220人

　タクシー料金助成利用券の交付により、外出が必要であってもその手段がない状況の解消を図ることができた。

成果

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、対象者の増加が見込まれるため、より一層の周知に努め、助成に繋がるようにする必要がある。
課題

　一方、毎年予算額が増加しているため、事業内容については適正化を図る必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 高齢者タクシー料金助成利用券交付人数（人） 155 148 162 170 180
指標
活動 介護タクシー料金助成利用券交付人数（人） 189 178 217 220 230
指標

　県内約半数の市で同様の事業を実施している。
他市との 　1回の乗車につき1枚の利用に制限している市が多い。
比較検証

Ｄ
　

Ｃ

　

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

　

単位：千円
２２年度 ２

Ｏ

３年度 ２４年度 ２５年

　

度 ２４年度

（決算） （

　

決算） （決算） （予算

∧

） 事業費内訳

事業費　

　

① 7,327 7,39

　

3 8,102 8,53

実

6 合計 8,101,7

　

07 円
需用費 344

　

,967 円

財
　
源

特

施

定財源 0 0 0 0 扶助費

　

7,756,740 

　

円

一般財源 7,327

∨

7,393 8,102 8,536

職員人件費　② 1,812 2,871 2,476 2,137

総事業費（①＋②） 9,139 10,264 10,578 10,673

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者世帯への生活支援

谷

目
　
　
　
的

　移動の際

市

に電車・バス等を利用

事

することが

主
た
る
内
容

務

【高齢者タクシー】
困

事

難な高齢者に対し、タ

業

クシー料金の一部を 　

評

在宅の要支援2以上で

価

、市民税非課税世帯の

シ

助成することにより、

ー

高齢者の外出支援及び

ト

高齢者(65歳以上)

（

に対し、タクシー料金

様

助成
閉じこもりを予防

式

し、また、通常の自家

１

用車 利用券を一月あた

）

り3枚（初乗運賃上限

会

、最大
を利用すること

計

が困難な高齢者に対し

名

、特殊 680円）交付

担

する。
車両タクシー料

当

金の一部を助成するこ

部

とによ 【介護タクシー

福

】
り、医療機関への通

祉

院等を支援し、もって

健

福 　在宅の要介護1以

康

上で、特殊車両の必要

部

な高
祉の増進を図る。

一

齢者(65歳以上)に

般

対し、車椅子用昇降機

会

や寝
台付き車両のタク

計

シー料金助成利用券を

高

一月
あたり3枚交付す

齢

る。
・車椅子用昇降機

者

付車両　１枚3,28

タ

0円
・寝台付車両　　

ク

　　　　１枚3,64

シ

0円

位
置
づ
け

関連計画

ー

刈谷市介護保険事業計

助

画・刈谷市高齢者福祉

成

計画

根拠法令 刈谷市高

事

齢者タクシー料金助成

業

事業実施要綱、刈谷市

担

介護タクシー料金助成

当

事業実施要綱

対象者 ※

課

主たる内容に記載 事業

長

期間 平成１４年度 ～

実

寿

施方法 ■直営　□委託

課

　□指定管理　■補助

款

・助成　□その他

項 目 担当係 高齢福祉

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

係

２年度実績 ２３年度実

3

績 ２４年度実績 ２５年

1

度計画

高齢者タクシー

3

料金助成利用 高齢者タクシー料金助成利用 高齢者タクシー料金助成利用 高齢者タクシー料金助成利用
券交付人数：155人 券交付人数：148人 券交付人数：162人 券交付人数



４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 855 650 合計 854,700 円
需用費 854,700 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 855 650

職員人件費　② 0 0 531 553

総事業費（①＋②） 0 0 1,386 1,203

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

老人デイサービスセンターたんぽぽ管理運

営事業

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

５

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者福祉施設の充実

目
　

市

　
　
的

　利用者に安全

事

で快適な環境を提供し

務

、利便

主
た
る
内
容

①1

事

階浴場補給水弁取替修

業

繕
性の向上及び高齢者

評

福祉の増進を図る。 ②

価

1階ろ過装置ろ過ポン

シ

プ取替修繕

位
置
づ
け

関

ー

連計画

根拠法令 刈谷市

ト

南部福祉センター条例

（

、刈谷市南部福祉セン

様

ター条例施行規則

対象

式

者 介護保険法の規定に

１

準じる 事業期間 平成１

）

３年度 ～

実施方法 □直

会

営　□委託　■指定管

計

理　□補助・助成　□

名

その他

担当部 福祉健康部

Ｂ
　
事
　
業

一

　
実
　
績

２２年度実績

般

２３年度実績 ２４年度

会

実績 ２５年度計画

　 　

計

①1階浴場補給水弁取

担

替修繕 ①ろ過装置セン

当

サー他修繕
　 　 ②1階

課

ろ過装置ろ過ポンプ取

長

替②排気ファン修繕
　

寿

　 修繕 ③リフト浴槽推

課

薦取替修繕
　 　
　　　

款

――――――― 　　　

項

―――――――

　施設

目

を補修して、安全で快

担

適な環境を提供し、も

当

って利用者の利便性向

係

上及び高齢者福祉の増

管

進を図ることができた

理

。

成果

(できたこと)

係

課題

(できなか 

 っ

3

たこと)

指標名称（単

1

位）
実績値 目標値

２２

3

年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 老人デイサービスセンターたんぽぽ実施日数（日） 291 287 292
指標
成果 老人デイサービスセンターたんぽぽ利用者数（人） 4,700 5,662 5,717
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２



124,000円 　補助額：120,000円

①要支援・要介護認定者が自宅で安全に生活できる住環境の整備をが図られ、本人や家族の負担が軽減された。

成果 　

(できたこと) ②給付管理されていない要支援・要介護認定者であっても円滑に住宅改修の申請ができた。

高齢者の増加とともに必要コストが大きくなってしまう。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 ①補助件数【住宅改善費補助】 128 132 138 157 ―
指標 （件）
活動 ②補助件数【介護保険住宅改修支援業務補助】 39 47 62 60 ―
指標 （件）

  西三河9市すべて実施しており、補助上限額や補助率に差はあるが、補助対象改修費を10万円としている
他市との 市が多い。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,584 10,257 10,213 15,520 合計 10

Ｄ

,213,165 円

　

負担金、補助及び

財
　

　

源

特定財源 0 0 0 0 交

　

付金 10,213,1

Ｏ

65 円

一般財源 9,

　

584 10,257 1

　

0,213 15,52

∧

0

職員人件費　② 72

　

5 718 707 737

　

総事業費（①＋②） 1

実

0,309 10,97

　

5 10,920 16,

　

257

建
設
事
業

全体事

施

業費（単位：千円） 0

　

２４年度特定財源名称

　

２４年度迄の累積事業

∨

費 0

２６年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 介

刈

護サービスの充実

目
　

谷

　
　
的

　心身機能が低

市

下した在宅の要支援・

事

要介護

主
た
る
内
容

①要

務

支援・要介護認定者が

事

住宅改修を行う際
認定

業

者が、住み慣れた自宅

評

で安全に生活でき 　に

価

、改修費が介護保険の

シ

給付対象上限額20
る

ー

ようにする。 　万円を

ト

超えた場合に補助する

（

。
・平成25年5月ま

様

で　
　　補助対象改修

式

費 10万円、補助率

１

 100％
・平成25

）

年6月から　
　　補助

会

対象改修費 20万円

計

、補助率 90％
　
②

名

介護支援事業者等が、

担

介護保険で給付管理
　

当

されていない要支援・

部

要介護認定者の住宅
　

福

改修費支給申請に係る

祉

理由書を作成した場
　

健

合、1件あたり2,0

康

00円を補助する。 

部

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

一

市介護保険事業計画・

般

刈谷市高齢者福祉計画

会

根拠法令 ①刈谷市住宅

計

改善費補助金交付要綱

住

　②刈谷市介護保険住

宅

宅改修支援業務補助金

改

交付要綱

対象者 ※主た

善

る内容に記載 事業期間

費

平成１２年度 ～

実施方

補

法 ■直営　□委託　□

助

指定管理　■補助・助

事

成　□その他

業
担当課 長寿課

款

Ｂ
　

項

事
　
業
　
実
　
績

２２年

目

度実績 ２３年度実績 ２

担

４年度実績 ２５年度計

当

画

①補助件数：　　1

係

28件 ①補助件数：　

介

　 132件 ①補助件

護

数：　　 138件 ①

認

補助件数：　　 15

定

7件
　補助額：9,5

給

06,148円 　補助

付

額：10,163,4

係

71円 　補助額：10

3

,089,165円 　

1

補助額：15,400

3

,000円
　 　 　 　
②補助件数：　39件 ②補助件数：　47件 ②補助件数：　 62件 ②補助件数：　 60件
　補助額：78,000円 　補助額：94,000円 　補助額：



費の補助は、条件は様々であ
他市との るが碧南市、安城市及び高浜市でも実施している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 591 270 280 900 合計 279,697 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 279,697 円

一般財源 591 270 280 900

職員人件費　② 72 72 141 147

総事業費（①＋②） 663 342 421 1,047

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

５

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 福祉安全

基本施策 高

　

齢者福祉
施策体系

施策

刈

の内容 介護サービスの

谷

充実

目
　
　
　
的

　低所

市

得の高齢者が行う転倒

事

防止のためのバ

主
た
る

務

内
容

　市民税非課税の

事

65歳以上の高齢者の

業

みの世
リアフリー化工

評

事の負担軽減を図り、

価

安心し 帯で、要支援・

シ

要介護認定を受けてい

ー

ない人
て自宅で生活で

ト

きるようにする。 が自

（

宅に手すりの取付けや

様

段差解消等のバリ
アフ

式

リー化工事を行う場合

１

、9万円を上限とし
て

）

かかった費用の9割を

会

補助する。（1人1回

計

）

位
置
づ
け

関連計画 刈

名

谷市介護保険事業計画

担

・刈谷市高齢者福祉計

当

画

根拠法令 刈谷市高齢

部

者住宅バリアフリー化

福

工事費補助金交付要綱

祉

対象者 ※主たる内容に

健

記載 事業期間 平成２０

康

年度 ～

実施方法 ■直営

部

　□委託　□指定管理

一

　■補助・助成　□そ

般

の他

会計
住宅バリアフ

Ｂ
　
事
　
業
　

リ

実
　
績

２２年度実績 ２

ー

３年度実績 ２４年度実

化

績 ２５年度計画

補助実

支

人数：  7人 補助実

援

人数：  3人 補助実

事

人数：  4人 補助実

業

人数： 10人
補助額

担

：590,712円 補

当

助額：270,000

課

円 補助額：279,6

長

97円 補助額：900

寿

,000円

　介護保険

課

の要支援・要介護の状

款

態ではないが、自宅内

項

の移動で転倒の不安を

目

抱える低所得の高齢者

担

が安心して生活でき

成

当

果 る住環境の整備が図

係

られ、要支援・要介護

介

の状態とならないよう

護

支援することができた

認

。

(できたこと)

課題

定

(できなか 

 ったこ

給

と)

指標名称（単位）

付

実績値 目標値

２２年度

係

２３年度 ２４年度 ２５

3

年度 ２７年度

活動 補助

1

人数（人） 7 3 4 10

3

―
指標

指標
　西三河6市のうちで、要支援・要介護認定されていない高齢者に対する改修



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,606 4,656 5,497 7,760 合計 5,497,053 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 5,497,053 円

一般財源 3,606 4,656 5,497 7,760

職員人件費　② 362 359 354 368

総事業費（①＋②） 3,968 5,015 5,851 8,128

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

５

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 福祉安全

基本

　

施策 高齢者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 介護サー

谷

ビスの充実

目
　
　
　
的

市

　介護認定の軽度者（

事

要支援1・要支援2・

務

要

主
た
る
内
容

　寝具か

事

らの立ち上がりが困難

業

な介護認定の
介護1）

評

の自立支援及び介護者

価

の負担軽減を図 軽度者

シ

が介護支援ベッドを借

ー

りた場合、月額2
る。

ト

,835円を上限とし

（

てかかった費用の9割

様

を補助
する。

位
置
づ
け

式

関連計画 刈谷市介護保

１

険事業計画・刈谷市高

）

齢者福祉計画

根拠法令

会

刈谷市介護支援ベッド

計

貸与利用料補助金交付

名

要綱

対象者 ※主たる内

担

容に記載 事業期間 平成

当

１９年度 ～

実施方法 ■

部

直営　□委託　□指定

福

管理　■補助・助成　

祉

□その他

健康部

一般会計
介

Ｂ
　
事
　

護

業
　
実
　
績

２２年度実

支

績 ２３年度実績 ２４年

援

度実績 ２５年度計画

補

ベ

助実人数：　160人

ッ

補助実人数：　187

ド

人 補助実人数：　21

貸

2人 補助実人数：　2

与

90人
補助額：3,6

利

06,113円 補助額

用

：4,656,478

料

円 補助額：5,497

補

,053円 補助額：7

助

,760,000円

介

事

護認定の軽度者の自立

業

支援と介護者の負担軽

担

減が図られた。

成果

(

当

できたこと)

高齢者の

課

増加とともに必要コス

長

トが大きくなってしま

寿

う。
課題

(できなか 

課

 ったこと)

指標名称

款

（単位）
実績値 目標値

項

２２年度 ２３年度 ２４

目

年度 ２５年度 ２７年度

担

活動 補助実人数（人）

当

160 187 212 2

係

90 ―
指標

指標
安城市

介

が同様の事業を実施し

護

ており、補助上限額も

認

同額である。
他市との

定

比較検証

給付係

3 1 3



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,298 1,252 1,012 1,320 合計 1,012,000 円
扶助費 1,012,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 1,298 1,252 1,012 1,320

職員人件費　② 725 1,436 920 958

総事業費（①＋②） 2,023 2,688 1,932 2,278

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 高齢者福祉
施策体系

刈

施策の内容 高齢者世帯

谷

への生活支援

目
　
　
　

市

的

　養護老人ホームに

事

入所している高齢者に

務

生

主
た
る
内
容

　刈谷市

事

が措置し、前月収入額

業

が7,500円未満
活

評

補給金を支給すること

価

により、老人福祉の の

シ

入所者に対し、1人に

ー

つき、生活補給金とし

ト

理念に基づき、高齢者

（

の福祉の増進を図る。

様

て最大月額7,500

式

円を支給する。
　養護

１

老人ホーム入所者の国

）

民健康保険税等
の支払

会

い・病院の受診費用・

計

日用生活品の購
入など

名

に充てる。

位
置
づ
け

関

担

連計画 刈谷市介護保険

当

事業計画・刈谷市高齢

部

者福祉計画

根拠法令 老

福

人福祉法、刈谷市老人

祉

ホーム入所者生活補給

健

金支給事業実施要綱

対

康

象者 ※主たる内容に記

部

載 事業期間 平成１８年

一

度 ～

実施方法 ■直営　

般

□委託　□指定管理　

会

■補助・助成　□その

計

他

老人ホーム入所者

Ｂ
　
事
　
業
　
実

生

　
績

２２年度実績 ２３

活

年度実績 ２４年度実績

補

２５年度計画

受給者数

給

：14人 受給者数：1

金

4人 受給者数：13人

支

事業の性質上、計画・

給

目標値
は未設定。

　生

事

活補給金を支給し、対

業

象者の国民健康保険税

担

等の支払い・病院の受

当

診費用・日用生活品の

課

購入に充てることによ

長

り、

成果 対象者が安定

寿

した生活を送ることが

課

できた。

(できたこと

款

)

 
課題

(できなか 

項

 ったこと)

指標名称

目

（単位）
実績値 目標値

担

２２年度 ２３年度 ２４

当

年度 ２５年度 ２７年度

係

活動 老人ホーム入所者

高

生活補給金受給者数（

齢

人） 14 14 13 ― ―

福

指標
 

指標
 

他市との

祉

比較検証

係

3 1 3



240 合計 200,000 円
扶助費 200,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 300 240 200 240

職員人件費　② 1,087 359 495 516

総事業費（①＋②） 1,387 599 695 756

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者世帯への生活支援

谷

目
　
　
　
的

　年金の受

市

給資格の取れなかった

事

外国人無年

主
た
る
内
容

務

　大正15年4月1日

事

以前に出生した外国人

業

で、
金者で一定の要件

評

を満たす方に対し、特

価

別給 老齢福祉年金の所

シ

得基準を満たす方に対

ー

し、
付金を支給し福祉

ト

の向上を図る。 一月あ

（

たり1万円を支給する

様

。

位
置
づ
け

関連計画  

式

根拠法令 刈谷市在日外

１

国人特別給付金支給要

）

綱

対象者 ※主たる内容

会

に記載 事業期間 平成６

計

年度 ～

実施方法 ■直営

名

　□委託　□指定管理

担

　■補助・助成　□そ

当

の他

部 福祉健康部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　

会

実
　
績

２２年度実績 ２

計

３年度実績 ２４年度実

在

績 ２５年度計画

受給者

日

数：3人 受給者数：2

外

人 受給者数：2人 受給

国

者数：1人
　（前期3

人

人、後期2人）

　大正

特

15年4月1日以前に

別

出生した外国人は、老

給

齢福祉年金の所得基準

付

を満たした者でも支給

事

がされない為、一月あ

業

たり1

成果 万円を特別

担

給付金として支給し、

当

福祉の増進を図ること

課

ができた。

(できたこ

長

と)

課題

(できなか 

寿

 ったこと)

指標名称

課

（単位）
実績値 目標値

款

２２年度 ２３年度 ２４

項

年度 ２５年度 ２７年度

目

活動 在日外国人特別給

担

付金受給者数（人） 3

当

2 2 1 ―
指標

 
指標

 

係

他市との
比較検証

高齢福祉係

3 1 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 300 240 200



度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 108 52 137 88 合計 137,250 円
委託料 21,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料 116,250 円

一般財源 108 52 137 88

職員人件費　② 725 1,436 1,592 1,658

総事業費（①＋②） 833 1,488 1,729 1,746

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 高齢者福祉
施策体

　

系
施策の内容 高齢者の

刈

社会参加・生きがいづ

谷

くり

目
　
　
　
的

　家庭

市

における介護の基本的

事

な知識、技術を

主
た
る

務

内
容

○家庭介護教室を

事

開催する。
身につける

業

機会を提供し、在宅の

評

介護者を支 　
援する。

価

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

シ

市介護保険事業計画・

ー

刈谷市高齢者福祉計画

ト

根拠法令  

対象者 介護

（

に関心のある人 事業期

様

間 平成１６年度 ～

実施

式

方法 ■直営　■委託　

１

□指定管理　□補助・

）

助成　□その他

会計名 担当部 福祉

Ｂ

健

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

康

年度実績 ２３年度実績

部

２４年度実績 ２５年度

一

計画

・家庭介護教室の

般

開催(年3回 ・家庭介

会

護教室の開催(年3回

計

・家庭介護教室の開催

在

(年3回 ・家庭介護教

宅

室の開催(年3回
、延

介

べ5日間) 、延べ5日

護

間) 、延べ5日間) 、

実

延べ5日間)

・専門家

技

による講演、演習によ

研

り、家庭介護に必要な

修

基本的な知識、技術を

事

身につける機会を提供

業

できた。

成果

(できた

担

こと)

・より幅広い世

当

代の方に参加してもら

課

うため、ＰＲ方法等に

長

ついて検討する必要が

寿

ある。
課題

(できなか

課

 

 ったこと)

指標名

款

称（単位）
実績値 目標

項

値

２２年度 ２３年度 ２

目

４年度 ２５年度 ２７年

担

度

活動 家庭介護教室参

当

加者数（人） 144 1

係

66 184 208 ―
指

管

標
 

指標
・他市におい

理

ても、愛知県市町村振

係

興協会のこの事業を活

3

用して、同様の研修会

1

を実施している。
他市

3

との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年



た、平成24年度から小学校及び中学校で

(できたこと) のサポーター養成講座の開催を働きかけ、子どものうちから認知症に対する理解を深める機会を設けることができた。

　認知症高齢者は増加しており、その家族や地域等への周知や予防啓発は重要であるため、より一層の周知啓発が必要で
課題

ある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 認知症サポーター養成講座受講者累計数（人） 858 1,300 2,186 2,500 3,100
指標

 
指標

　県のモデル事業等をいち早く積極的に活用した近隣市（安城市等）と比べると、実績数値が少ない。様々
他市との な機会を通じて、受講に向けての啓発を進めていく必要がある。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業

Ｄ

費　① 348 162 1

　

60 222 合計 159

　

,835 円
需用費 1

　

59,135 円

財
　

Ｏ

源

特定財源 0 0 0 0 役

　

務費 700 円

一般財

　

源 348 162 160

∧

222

職員人件費　②

　

725 1,077 99

　

0 1,105

総事業費

実

（①＋②） 1,073

　

1,239 1,150

　

1,327

建
設
事
業

全

施

体事業費（単位：千円

　

） 0 ２４年度特定財源

　

名称

２４年度迄の累積

∨

事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

５

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 福祉安全

基本施

度

策 高齢者福祉
施策体系

　

施策の内容 高齢者世帯

刈

への生活支援

目
　
　
　

谷

的

　認知症に対する正

市

しい知識とその具体的

事

な

主
た
る
内
容

　認知症

務

の啓発と認知症に関す

事

る知識習得機
対応方法

業

などを理解し、認知症

評

になっても安 会を提供

価

し、認知症高齢者を取

シ

り巻く環境を
心して暮

ー

らし続けることができ

ト

る地域づくり 整備する

（

。
を推進する。 ○認知

様

症サポーター養成講座

式

　認知症を正しく理解

１

し、偏見を持たず、認

）

知症の人や家族に対し

会

て温かい目で見守る「

計

認知症サポーター」を

名

養成する。
○認知症に

担

関するパンフレットを

当

作成
　民生委員や地域

部

包括支援センター等を

福

通じ
て啓発を行う。

位

祉

置
づ
け

関連計画 刈谷市

健

介護保険事業計画・刈

康

谷市高齢者福祉計画

根

部

拠法令  

対象者 市民 事

一

業期間 平成１９年度 ～

般

実施方法 ■直営　□委

会

託　□指定管理　□補

計

助・助成　□その他

認知症啓発推進事業

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

２２年度実績 ２３年度

当

実績 ２４年度実績 ２５

課

年度計画

・認知症サポ

長

ーター養成講座 ・認知

寿

症サポーター養成講座

課

・認知症サポーター養

款

成講座 ・認知症サポー

項

ター養成講座
　10回

目

開催：295人 　15

担

回開催：442人 　1

当

9回開催：886人 　

係

15回開催：300人

管

（予定）
・パンフレッ

理

ト等を窓口・施 ・パン

係

フレット等を窓口・施

3

・パンフレット等を窓

1

口・施 ・パンフレット

3

等を窓口・施
設にて配布 設にて配布 設にて配布 設にて配布予定

　地域包括支援センターの協力により、地道な広報活動を続けてきた結果、民生・児童委員、ボランティアをはじめとす

成果 る各種団体や民間企業など、様々な方面から受講希望が集まるようになった。ま



せることで、高齢者が心身ともに健全な生活を送ること

成果 ができた。

(できたこと)

課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 養護老人ホーム被措置者数（人） 29 25 25 ― ―
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 68,008 59,957 53,923 68,904 合計 53,922,618 円
報償費 10,000 円

財
　
源

特定財源 67,988 58,743 51,692 66,684 扶助費 53,912,618 円

一般財源 20 1,214 2,231 2,220

職員人件費　② 3,624 5,025 3,183 3,316

総事業費（①＋②） 71,632 64,982 57,106 72,220

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積

Ｄ

事業費 0 老人ホーム被

　

措置者負担金
老人ホー

　

ム入所者措置収入

２６

　

年度以降の事業費見込

Ｏ

0

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 福祉安全

基

度

本施策 高齢者福祉
施策

　

体系
施策の内容 高齢者

刈

世帯への生活支援

目
　

谷

　
　
的

　原則として6

市

5歳以上の者で、身体

事

上又は精

主
た
る
内
容

　

務

養護老人ホーム及び特

事

別養護老人ホーム等
神

業

上の障害があるために

評

日常生活を営むのに （

価

やむを得ない措置）被

シ

措置者の入所施設等
支

ー

障がある者が、心身の

ト

状況、その置かれて に

（

対し、支弁費を支給す

様

る。
いる環境等に応じ

式

て、自立した日常生活

１

を営 ※やむを得ない措

）

置とは、事業者と契約

会

をし
むために最も適切

計

な支援が総合的に受け

名

られ て介護サービスを

担

利用することや、その

当

前提
るように、養護老

部

人ホーム等への入所措

福

置、 となる市町村に対

祉

する要介護認定の申請

健

を期
介護保険サービス

康

の便宜を供与する措置

部

等の 待しがたい場合、

一

又は高齢者虐待等によ

般

り保
積極的な実施に努

会

め、もって当該高齢者

計

の福 護及び支援が必要

老

と認められる場合をい

人

う。
祉の増進を図る。

ホ

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

ー

市介護保険事業計画・

ム

刈谷市高齢者福祉計画

措

根拠法令 老人福祉法、

置

刈谷市老人福祉法施行

事

細則、老人福祉法第2

業

8条の規定による費用

担

徴収規則

対象者 ※主た

当

る内容に記載 事業期間

課

～

実施方法 ■直営　□

長

委託　□指定管理　□

寿

補助・助成　□その他

課

款 項 目 担当係 高齢

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

福

績

２２年度実績 ２３年

祉

度実績 ２４年度実績 ２

係

５年度計画

養護老人ホ

3

ーム被措置者数： 養護

1

老人ホーム被措置者数

3

： 養護老人ホーム被措置者数： 老人福祉法上の措置であるた
29人（年度末時点）　 25人（年度末時点） 25人（年度末時点） め、計画・目標値は未設定。

　居宅での生活が困難であった高齢者を養護老人ホームに入所さ



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 0 24 合計 0 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 18

一般財源 0 0 0 6

職員人件費　② 72 72 141 147

総事業費（①＋②） 72 72 141 171

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

５

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 福祉安全

基本施策 高

　

齢者福祉
施策体系

施策

刈

の内容 介護サービスの

谷

充実

目
　
　
　
的

　障害

市

者の日常生活及び社会

事

生活を総合的に

主
た
る

務

内
容

　障害者の日常生

事

活及び社会生活を総合

業

的に
支援するための法

評

律による訪問介護を無

価

料で 支援するための法

シ

律による訪問介護を無

ー

料で
利用していた低所

ト

得者が、介護保険法に

（

よる 利用していた低所

様

得者に対し、介護保険

式

法に
訪問介護を利用す

１

ることで新たに発生す

）

る利 よる訪問介護の利

会

用にかかる10％の利

計

用者負
用者負担を軽減

名

し、必要な訪問介護が

担

適切に 担が0％となる

当

よう助成する。
利用で

部

きるようにする。

位
置

福

づ
け

関連計画 刈谷市介

祉

護保険事業計画・刈谷

健

市高齢者福祉計画

根拠

康

法令 刈谷市介護保険訪

部

問介護利用者負担金助

一

成要綱

対象者 ※主たる

般

内容に記載 事業期間 平

会

成１２年度 ～

実施方法

計

■直営　□委託　□指

訪

定管理　■補助・助成

問

　□その他

介護利用者負担助

Ｂ
　
事

成

　
業
　
実
　
績

２２年度

事

実績 ２３年度実績 ２４

業

年度実績 ２５年度計画

担

　 　 　 助成額：22,

当

000円
　 　 　
　 　 　

課

　 　 　
　　　――――

長

――― 　　　――――

寿

――― 　　　――――

課

―――

現時点で該当者

款

はなし。

成果

(できた

項

こと)

課題

(できなか

目

 

 ったこと)

指標名

担

称（単位）
実績値 目標

当

値

２２年度 ２３年度 ２

係

４年度 ２５年度 ２７年

介

度

活動 助成額（円） 0

護

0 0 22,000 ―
指

認

標
 

指標
国・県の補助

定

のもと、全国的に実施

給

されている。
他市との

付

比較検証

係

3 1 3



標
 

指標
　全国で概ね実施されている。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,709 1,623 1,802 1,998 合計 1,802,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 1,281 1,217 1,351 1,498 交付金 1,802,000 円

一般財源 428 406 451 500

職員人件費　② 362 359 354 368

総事業費（①＋②） 2,071 1,982 2,156 2,366

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 福祉法人等サービス利用軽減
事業費補助金（県）

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 高齢者福祉
施策体系

刈

施策の内容 介護サービ

谷

スの充実

目
　
　
　
的

　

市

社会福祉法人等による

事

低所得の高齢者に対

主

務

た
る
内
容

　対象となる

事

介護保険サービスの利

業

用者負担
する介護保険

評

サービスの利用料等の

価

軽減を促 額、食費及び

シ

居住費等の1/4（老

ー

齢福祉年金受
進し、低

ト

所得の高齢者であって

（

も必要な介護 給者は1

様

/2）を軽減した社会

式

福祉法人等に対し
保険

１

サービスを利用できる

）

ようにする。 、軽減に

会

よる損失が1％を超え

計

た場合に超えた
額の5

名

0％を補助する。

位
置

担

づ
け

関連計画 刈谷市介

当

護保険事業計画・刈谷

部

市高齢者福祉計画

根拠

福

法令 社会福祉法人等に

祉

よる生計困難者等に対

健

する利用者負担軽減制

康

度事業費補助金交付要

部

綱

対象者 ※主たる内容

一

に記載 事業期間 平成１

般

２年度 ～

実施方法 ■直

会

営　□委託　□指定管

計

理　■補助・助成　□

福

その他

祉法人等サービス

Ｂ
　
事
　
業

利

　
実
　
績

２２年度実績

用

２３年度実績 ２４年度

軽

実績 ２５年度計画

補助

減

法人数:　 　2法人

事

補助法人数： 　 1

業

法人 補助法人数： 　

担

 3法人 補助法人数：

当

　　 ―
補助額：1,

課

709,000円 補助

長

額：1,623,00

寿

0円 補助額：1,80

課

2,000円 補助額：

款

1,998,000円

項

　社会福祉法人等によ

目

る低所得高齢者に対す

担

る軽減が促進され、低

当

所得の高齢者が必要な

係

サービスを利用するこ

介

とができ

成果 た。

(で

護

きたこと)

 
課題

(で

認

きなか 

 ったこと)

定

指標名称（単位）
実績

給

値 目標値

２２年度 ２３

付

年度 ２４年度 ２５年度

係

２７年度

活動 補助額（

3

円） 1,709,00

1

0 1,623,000

3

1,802,000 1,998,000 ―
指



か 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 助成人数（人） 50 47 23 34 ―
指標

指標
助成対象条件や助成割合は異なるが、県内では18保険者が実施している。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,057 1,359 826 1,316 合計 825,973 円
扶助費 825,973 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 2,057 1,359 826 1,316

職員人件費　② 725 718 707 737

総事業費（①＋②） 2,782 2,077 1,533 2,053

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

５

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 福祉安全

基本

　

施策 高齢者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 介護サー

谷

ビスの充実

目
　
　
　
的

市

　低所得のため生計の

事

維持が困難な世帯の高

務

主
た
る
内
容

　市民税が

事

非課税の人のみの世帯

業

で、負担能
齢者であっ

評

ても、必要な介護保険

価

の居宅サー 力のある親

シ

族等に扶養されておら

ー

ず、1人世帯
ビス、地

ト

域密着型サービス及び

（

住宅改修が利 の場合で

様

は預貯金等が350万

式

円以下、前年収入
用で

１

きるようにする。 額が

）

103万円以下等の要

会

件を満たす高齢者に対

計

し、居宅サービス等の

名

利用に係る10％の利

担

用
者負担額の1/2を

当

申請に基づき助成する

部

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

福

谷市介護保険事業計画

祉

・刈谷市高齢者福祉計

健

画

根拠法令 刈谷市介護

康

保険居宅サービス等利

部

用者負担額助成事業実

一

施要綱

対象者 ※主たる

般

内容に記載 事業期間 平

会

成１３年度 ～

実施方法

計

■直営　□委託　□指

居

定管理　■補助・助成

宅

　□その他

サービス等利用者

Ｂ
　
事

負

　
業
　
実
　
績

２２年度

担

実績 ２３年度実績 ２４

助

年度実績 ２５年度計画

成

助成人数： 　　50

事

人 助成人数：　　 4

業

7人 助成人数：　　 

担

23人 助成人数：　　

当

 34人
助成額：2,

課

056,862円 助成

長

額：1,359,01

寿

0円 助成額：　825

課

,973円 助成額：1

款

,316,000円

　

項

生活の維持が困難な高

目

齢者であっても、必要

担

な介護保険サービスを

当

利用することができた

係

。

成果 　平成23年4

介

月1日から助成受給資

護

格要件に、負担能力の

認

ある親族等に扶養され

定

ていないこと、1人世

給

帯の場合では預貯金

(

付

できたこと) 等が35

係

0万円以下であること

3

等を加え、助成受給資

1

格の適正化を図ってい

3

る。　 

課題

(できな



２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 27 24 24 28 合計 24,000 円
報償費 24,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 27 24 24 28

職員人件費　② 362 359 354 368

総事業費（①＋②） 389 383 378 396

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 高齢者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 介護サービスの充実

谷

目
　
　
　
的

　介護支援

市

専門員（ケアマネジャ

事

ー）のスキ

主
た
る
内
容

務

　介護支援専門員に対

事

し、ケアマネジメント

業

ルアップを図り、適切

評

なケアプランを作成で

価

リーダー等によるケア

シ

プランの事例調査・指

ー

きるようにする。 導・

ト

作成技術向上のための

（

研修を行う。

位
置
づ
け

様

関連計画 刈谷市介護保

式

険事業計画・刈谷市高

１

齢者福祉計画

根拠法令

）

介護保険法

対象者 市内

会

介護支援専門員 事業期

計

間 平成１８年度 ～

実施

名

方法 ■直営　□委託　

担

□指定管理　□補助・

当

助成　□その他

部 福祉健康部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

計

年度実績 ２３年度実績

ケ

２４年度実績 ２５年度

ア

計画

ケアプラン指導研

プ

修：2回 ケアプラン指

ラ

導研修会：2回 ケアプ

ン

ラン指導研修会：2回

指

ケアプラン指導研修会

導

：2回

介護支援専門員

研

のケアプラン作成技術

修

の向上が図られ、高齢

事

者も適切なケアプラン

業

に基づくサービス利用

担

ができた。

成果

(でき

当

たこと)

より多くの介

課

護支援専門が参加する

長

ことが効果に繋がるた

寿

め、参加者を増やす取

課

組みが必要である。
課

款

題

(できなか 

 った

項

こと)

指標名称（単位

目

）
実績値 目標値

２２年

担

度 ２３年度 ２４年度 ２

当

５年度 ２７年度

活動 開

係

催数（回） 2 2 2 2 ―

介

指標
活動 延参加人数（

護

人） 59 50 46 60

認

―
指標

近隣市での実施

定

のない刈谷市独自の事

給

業である。
他市との
比

付

較検証

係

3 1 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 80,495 84,117 78,798 78,297 合計 78,797,784 円
需用費 476,784 円

財
　
源

特定財源 6,569 5,659 6,231 8,771 委託料 78,321,000 円

一般財源 73,926 78,458 72,567 69,526

職員人件費　② 2,537 1,077 707 737

総事業費（①＋②） 83,032 85,194 79,505 79,034

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 老人ホーム被措置者負担金
在宅老人短期保護手数料

２６年度以降の事業費見込 0 老人ホーム入所者措置収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者福祉施設の充実

目

谷

　
　
　
的

　老人福祉法

市

に基づく、主に経済的

事

な理由で

主
た
る
内
容

○

務

施設の管理運営を指定

事

管理者である刈谷市
居

業

宅において生活をする

評

ことが困難な65歳以

価

社会福祉協議会に委託

シ

する。
上の高齢者を入

ー

所させ、養護するため

ト

の施設 ○施設の修繕等

（

で、入所者が自立した

様

日常生活を営み、社会

式

的活動に参加するため

１

に必要な指導や訓練を

）

行うことを目的とする

会

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

計

谷市介護保険事業計画

名

・刈谷市高齢者福祉計

担

画

根拠法令 老人福祉法

当

、刈谷市老人福祉法施

部

行細則、刈谷市ふれあ

福

いの里条例

対象者 ※目

祉

的に記載 事業期間 ～

実

健

施方法 ■直営　□委託

康

　■指定管理　□補助

部

・助成　□その他

一般会計
養護老人ホ

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

ー

２年度実績 ２３年度実

ム

績 ２４年度実績 ２５年

管

度計画

・養護老人ホー

理

ム管理運営委 ・養護老

運

人ホーム管理運営委 ・

営

養護老人ホーム管理運

事

営委 ・養護老人ホーム

業

管理運営委
託 託 託 託
・

担

施設の修繕等 ・施設の

当

修繕等 ・施設の修繕等

課

・施設の修繕等

・入所

長

者の生活援助や社会参

寿

加の促進及び生活環境

課

の整備を図ることがで

款

きた。

成果

(できたこ

項

と)

 
課題

(できなか

目

 

 ったこと)

指標名

担

称（単位）
実績値 目標

当

値

２２年度 ２３年度 ２

係

４年度 ２５年度 ２７年

管

度

活動 刈谷市養護老人

理

ホーム入所者数（人）

係

33 29 28 ― ―
指標

3

 
指標

 ・老人福祉法

1

に基づいた行政の措置

6

施設であるため、他市でも同様の事業を実施している。
他市との
比較検証



553

総事業費（①＋②） 0 0 1,577 2,953

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ
　

成

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

２

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

５

業
　
概
　
要

総合計画
分

年

野 福祉安全

基本施策 高

度

齢者福祉
施策体系

施策

　

の内容 高齢者福祉施設

刈

の充実

目
　
　
　
的

　養

谷

護老人ホームの老朽化

市

した備品を更新す

主
た

事

る
内
容

①洗濯機更新
る

務

ことにより、入所者の

事

生活環境の整備を図 ②

業

食器洗浄機更新
る。
　

評

位
置
づ
け

関連計画

根拠

価

法令

対象者 事業期間 ～

シ

実施方法 ■直営　□委

ー

託　□指定管理　□補

ト

助・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

当

２２年度実績 ２３年度

部

実績 ２４年度実績 ２５

福

年度計画

　 　 ・洗濯機

祉

更新 ・家庭用冷蔵庫3

健

台更新
　 　 ・食器洗浄

康

機更新 ・業務用炊飯器

部

3台更新
　 　 ・電子ジ

一

ャー1台更新
　 　 ・大

般

型業務用機器1セット

会

更新
　　　―――――

計

―― 　　　―――――

備

―― ・耐火金庫1台更

品

新
・洗濯機4台更新
・

等

掃除機3台更新

　備品

整

を充実させることによ

備

り、入所者の福祉の向

事

上を図ることができた

業

。

成果

(できたこと)

担

課題

(できなか 

 っ

当

たこと)

指標名称（単

課

位）
実績値 目標値

２２

長

年度 ２３年度 ２４年度

寿

２５年度 ２７年度

成果

課

刈谷市養護老人ホーム

款

入所者数（人） 33 2

項

9 28 ― ―
指標

指標

他

目

市との
比較検証

担当係 管理係

3 1

Ｃ
　

6

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 1,046 2,400 合計 1,045,590 円
備品購入費 1,045,590 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 1,046 2,400

職員人件費　② 0 0 531



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 71,079 72,623 68,590 70,848 合計 68,590,471 円
役務費 60,346 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 委託料 66,050,000 円
使用料及び賃借料

一般財源 71,079 72,623 68,590 70,838 2,480,125 円

職員人件費　② 1,087 1,077 707 737

総事業費（①＋②） 72,166 73,700 69,297 71,585

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

高齢者福祉施設の充実

谷

目
　
　
　
的

　高齢者福

市

祉の拠点として、生き

事

がいと健康

主
た
る
内
容

務

○施設の管理運営を指

事

定管理者である刈谷市

業

づくり、交流の場を提

評

供し、高齢者福祉の向

価

社会福祉協議会に委託

シ

する。
上を図る。 ○施

ー

設の修繕等

位
置
づ
け

関

ト

連計画 刈谷市介護保険

（

事業計画・刈谷市高齢

様

者福祉計画

根拠法令 刈

式

谷市ふれあいの里条例

１

、刈谷市ふれあいの里

）

条例施行規則

対象者 6

会

0歳以上の高齢者 事業

計

期間 平成９年度 ～

実施

名

方法 ■直営　□委託　

担

■指定管理　□補助・

当

助成　□その他

部 福祉健康部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

計

年度実績 ２３年度実績

高

２４年度実績 ２５年度

齢

計画

・大浴室利用 ・大

者

浴室利用 ・大浴室利用

交

・大浴室利用
・講座の

流

開催 ・講座の開催　 ・

プ

講座の開催 ・講座の開

ラ

催
・行事の開催 ・行事

ザ

の開催 ・行事の開催 ・

管

行事の開催
・施設の修

理

繕等 ・施設の修繕等 ・

運

施設の修繕等 ・施設の

営

修繕等

・利用者の生き

事

がいと健康づくりの推

業

進及び施設の環境整備

担

を図ることができた。

当

成果

(できたこと)

・

課

施設の老朽化により、

長

修繕の必要な箇所が増

寿

えてきている。
課題

(

課

できなか 

 ったこと

款

)

指標名称（単位）
実

項

績値 目標値

２２年度 ２

目

３年度 ２４年度 ２５年

担

度 ２７年度

活動 高齢者

当

交流プラザ延べ利用者

係

数（人） 105,46

管

3 111,329 11

理

4,002 115,0

係

00 ―
指標
活動 大浴室

3

利用者数（人） 45,

1

643 61,166 5

7

9,867 60,000 ―
指標

・近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備の充実度は高い。
他市との
比較検証



。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 27,629 27,001 28,857 29,372 合計 28,857,446 円
需用費 519,750 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 役務費 16,696 円
委託料 28,321,000 円

一般財源 27,629 27,001 28,857 29,362

職員人件費　② 1,087 1,077 707 737

総事業費（①＋②） 28,716 28,078 29,564 30,109

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者福祉施設の充実

目

谷

　
　
　
的

　高齢者福祉

市

の拠点として、生きが

事

いと健康

主
た
る
内
容

○

務

施設の管理運営を指定

事

管理者である刈谷市
づ

業

くり、交流の場を提供

評

し、高齢者福祉の向 社

価

会福祉協議会に委託す

シ

る。
上を図る。 ○施設

ー

の修繕等

位
置
づ
け

関連

ト

計画 刈谷市介護保険事

（

業計画・刈谷市老人福

様

祉計画

根拠法令 刈谷市

式

一ツ木福祉センター条

１

例、刈谷市一ツ木福祉

）

センター条例施行規則

会

対象者 60歳以上の高

計

齢者 事業期間 平成１０

名

年度 ～

実施方法 ■直営

担

　□委託　■指定管理

当

　□補助・助成　□そ

部

の他

福祉健康部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２２年度実績 ２

い

３年度実績 ２４年度実

き

績 ２５年度計画

・トレ

い

ーニング室利用 ・トレ

き

ーニング室利用 ・トレ

プ

ーニング室利用 ・トレ

ラ

ーニング室利用
・歩行

ザ

プール利用 ・歩行プー

管

ル利用 ・歩行プール利

理

用 ・歩行プール利用
・

運

講座の開催 ・講座の開

営

催 ・講座の開催 ・講座

事

の開催
・行事の開催 ・

業

行事の開催 ・行事の開

担

催 ・行事の開催

・利用

当

者の生きがいと健康づ

課

くりの推進及び施設の

長

環境整備を図ることが

寿

できた。

成果

(できた

課

こと)

・施設の老朽化

款

により、修繕の必要な

項

箇所が増えてきている

目

。
課題

(できなか 

 

担

ったこと)

指標名称（

当

単位）
実績値 目標値

２

係

２年度 ２３年度 ２４年

管

度 ２５年度 ２７年度

活

理

動 いきいきプラザ入館

係

者数（人） 58,19

3

2 48,442 48,

1

474 50,000 ―

7

指標
活動 トレーニング室利用者数（人） 24,393 25,661 24,176 25,000 ―
指標

・近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備の充実度は高い



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,212 4,234 6,078 5,029 合計 6,077,712 円
賃金 3,109,820 円

財
　
源

特定財源 0 457 515 391 報償費 408,000 円
需用費 2,408,692 円

一般財源 4,212 3,777 5,563 4,638 役務費 151,200 円

職員人件費　② 725 718 495 553

総事業費（①＋②） 4,937 4,952 6,573 5,582

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者福祉施設の充実

目

谷

　
　
　
的

　高齢者福祉

市

の拠点として、生きが

事

いと健康

主
た
る
内
容

○

務

施設の管理運営及び各

事

種講座の開催
づくり、

業

交流の場を提供し、高

評

齢者福祉の向
上を図る

価

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

シ

谷市介護保険事業計画

ー

・刈谷市高齢者福祉計

ト

画

根拠法令 刈谷市南部

（

福祉センター条例、ぬ

様

くもりプラザ処務規則

式

対象者 60歳以上の高

１

齢者 事業期間 平成１３

）

年度 ～

実施方法 ■直営

会

　□委託　□指定管理

計

　□補助・助成　□そ

名

の他

担当部 福祉健康部

Ｂ
　
事
　
業
　

一

実
　
績

２２年度実績 ２

般

３年度実績 ２４年度実

会

績 ２５年度計画

・浴室

計

利用 ・浴室利用 ・浴室

ぬ

利用 ・浴室利用
・マッ

く

サージ室利用 ・マッサ

も

ージ室利用 ・マッサー

り

ジ室利用 ・マッサージ

プ

室利用
・ふれあい交流

ラ

室利用 ・ふれあい交流

ザ

室利用 ・ふれあい交流

管

室利用 ・ふれあい交流

理

室利用
・講座の開催 ・

運

講座の開催 ・講座の開

営

催 ・講座の開催

・利用

事

者の生きがいと健康づ

業

くりの推進及び施設の

担

環境整備を図ることが

当

できた。

成果

(できた

課

こと)

・施設の老朽化

長

により、修繕の必要な

寿

箇所が増えてきている

課

。
課題

(できなか 

 

款

ったこと)

指標名称（

項

単位）
実績値 目標値

２

目

２年度 ２３年度 ２４年

担

度 ２５年度 ２７年度

活

当

動 ぬくもりプラザ延べ

係

利用者数（人） 61,

管

392 56,826 5

理

5,772 60,00

係

0 ―
指標
活動 浴室利用

3

者数（人） 28,07

1

4 26,092 24,

7

255 25,000 ―
指標

・近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備の充実度は高い。
他市との
比較検証



室利用者数（人） 45,643 61,166 59,867 61,000 ―
指標

・近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備の充実度は高い。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 9,737 33,300 合計 9,736,650 円
需用費 2,733,150 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 496,650 円
工事請負費 6,506,850 円

一般財源 0 0 9,737 33,300

職員人件費　② 0 0 849 884

総事業費（①＋②） 0 0 10,586 34,184

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者福祉施設の充実

目
　

谷

　
　
的

　利用者に安全

市

で快適な環境を提供し

事

、利便

主
た
る
内
容

○雨

務

漏り改修工事
性の向上

事

及び高齢者福祉の増進

業

を図る。 ○陶芸室東側

評

ガラス等改修工事
○高

価

圧受電設備修繕工事
○

シ

自動ドア修繕工事
○誘

ー

導灯取替工事
○電話設

ト

備更新工事
○熱交加熱

（

ポンプ整備工事
○東側

様

浴室改修工事設計業務

式

委託

位
置
づ
け

関連計画

１

刈谷市介護保険事業計

）

画・刈谷市高齢者福祉

会

計画

根拠法令 刈谷市ふ

計

れあいの里条例、刈谷

名

市ふれあいの里条例施

担

行規則

対象者 60歳以

当

上の高齢者 事業期間 ～

部

実施方法 ■直営　□委

福

託　□指定管理　□補

祉

助・助成　□その他

健康部

一般会計
高齢

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

者

２２年度実績 ２３年度

交

実績 ２４年度実績 ２５

流

年度計画

   ・雨漏

プ

り改修工事 ・東側浴室

ラ

等改修工事
  ・陶芸

ザ

室東側ガラス等改修工

整

・西側駐車場改修工事

備

  事 ・身障者用トイ

事

レ内オストメ
  ・高

業

圧受電設備修繕工事 イ

担

ト設置工事
　　　――

当

―――――　　　 　　

課

　―――――――　　

長

　 ・自動ドア修繕工事

寿

・建物外廻通路デッキ

課

等塗装
・誘導灯取替工

款

事 工事
・電話設備更新

項

工事
・熱交加熱ポンプ

目

整備工事
・東側浴室改

担

修工事設計業務
委託

・

当

施設の不具合箇所を改

係

修することにより、利

管

用者が安全かつ快適に

理

利用できる環境を整備

係

することができた。

成

3

果

(できたこと)

課題

1

(できなか 

 ったこ

7

と)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 高齢者交流プラザ延べ利用者数（人） 105,463 111,329 114,002 115,000 ―
指標
活動 大浴



高齢者交流プラザ延べ利用者数（人） 105,463 111,329 114,002 ― ―
指標
成果 いきいきプラザ延べ利用者数（人） 58,192 48,442 48,474 ― ―
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 250 2,560 2,673 1,885 合計 2,673,300 円
備品購入費 2,673,300 円

財
　
源

特定財源 0 0 724 0

一般財源 250 2,560 1,949 1,885

職員人件費　② 362 718 707 737

総事業費（①＋②） 612 3,278 3,380 2,622

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 寄附金

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ
　

成

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

２

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

５

業
　
概
　
要

総合計画
分

年

野 福祉安全

基本施策 高

度

齢者福祉
施策体系

施策

　

の内容 高齢者福祉施設

刈

の充実

目
　
　
　
的

　高

谷

齢者福祉施設の老朽化

市

した備品を更新す

主
た

事

る
内
容

（高齢者交流プ

務

ラザ）
ることにより、

事

利用者の利便性の向上

業

を図る ・厨房機器ガス

評

台付コンロ
。 ・陶芸用

価

電気窯
・電位治療器
（

シ

いきいきプラザ）
・電

ー

位治療器
・ベッド型マ

ト

ッサージ器
（ぬくもり

（

プラザ）
・マッサージ

様

チェアー

位
置
づ
け

関連

式

計画  

根拠法令  

対象

１

者 ※主たる内容に記載

）

事業期間 ～

実施方法 ■

会

直営　□委託　□指定

計

管理　□補助・助成　

名

□その他

担当部 福祉健康部

Ｂ
　
事
　

一

業
　
実
　
績

２２年度実

般

績 ２３年度実績 ２４年

会

度実績 ２５年度計画

（

計

いきいきプラザ） （高

備

齢者交流プラザ） （高

品

齢者交流プラザ） （高

等

齢者交流プラザ）
・血

整

圧計及び専用架台セッ

備

ト ・交流高圧電位治療

事

器2台 ・厨房機器ガス

業

台付コンロ1台・電位

担

治療器2台
（高齢者交

当

流プラザ） （いきいき

課

プラザ） ・陶芸用電気

長

窯1台 ・全自動血圧計

寿

2台
・業務用体重計2

課

台 ・交流高圧電位治療

款

器2台 ・電位治療器2

項

台 （いきいきプラザ）

目

（ぬくもりプラザ） （

担

いきいきプラザ） ・電

当

位治療器1台
・交流高

係

圧電位治療器2台 ・電

管

位治療器1台 （老人デ

理

イひまわり）
・ベッド

係

型マッサージ器1台 ・

3

机1台、椅子4脚
（ぬ

1

くもりプラザ） ・ロッ

7

カー1台
・マッサージチェアー1台 （老人デイたんぽぽ）

・全自動洗濯機2台
　利用者の安全で快適な空間を確保することができ、もって高齢者福祉の増進を図ることができた。

成果

(できたこと)

 
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

成果


